
２２．．３３．．１１  ①①  原原子子力力防防災災探探究究ゼゼミミ  

原子力災害によって失われた地域コミュニティの再構築など、双葉郡における様々な問題を調査研究し、生徒

それぞれが課題を設定しその解決を目指す。震災から１０年が経過し、バナナやコーヒーの栽培など新しい事業

を行うところがある一方で、期間が進まない地区もあり、地域が抱える問題や状況は大きく変わってきている。 
５期生の原子力防災班は、２年次で中心的に行った調査研究を通して知った地域の状況と、未来を作り出す探

究を考え、ありたい未来を設定し、バックキャスティングで問題と課題を設定し解決アクションをはかった。 
（QRを読み取ると動画をご覧になることができますが、スマホアプリ“FlipGrid”で読み取ることで、この紙

面上にARで動画がご覧いただけます。） 
 

（（１１））ははじじめめにに  

 昨年度の調査研究を中心とする現状把握については、

以下の点に着目して改善した。これまでの反省点として

「印象だけで物事をとらえ、事実を確認しないで、探究

を進めていくこと」、例を挙げると、この地域の問題は何

かと尋ねた際、「コミュニティの崩壊」、「風評被害」など

震災当時から言われていることを、印象で語る傾向があ

った。改善点として、新聞やテレビからの印象操作に乗

らず、それらメディアから１次情報を探るためのキーワ

ードを見つけ出し、事実を明らかにするように指導した。 

 解決のアクションとして、クリエイティビティに着目

し、自分の探究テーマに対して、全く違う分野のことを

掛け合わせて、より効率的な解決案を考えることを行っ

た。これについては、これまでの探究で大きく飛躍した

先輩方が、無意識にこの発想で行っていたと思われる。

たとえば、２期生の T・S君は「避難経路」に「祭り」を

掛け合わせた探究、３期生の M・Wさんは、「地域理解」

と「交換留学」を掛け合わせ地域交換留学を行った。 

高校生が行う探究におけるプロジェクトは、フォアキ

ャスティングで考えたものや、常識的な範囲で考えたも

のは、ほとんどすでに行われているものであり、経験の

ある地域の人たちにとって、高校生が使い勝手の良い人

材になり、地域との協働を行う際にも、イニシアチブを

とるどころか、対等な関係でアクションを起こすことが

できなくなることがある。もちろんそれも学びになるの

で悪いことではないが、地域の人たちと win-winの関係

を構築するためには高校生の自由で闊達なわくわくする

ような発想で進めていけることが理想であると考えてい

る。 

以上のことを踏まえて、生徒に対する適切な関わり方

を意識しゼミを進めてきた。 

 （（２２））実実施施内内容容  

【【調調査査ののたためめののオオリリエエンンテテーーシショョンン】】  

【【解解決決アアククシショョンン】】  

２年次からの探究活動を 2021 年 9 月に行われた「未来

創造探究発表会」で提出する最終発表をご覧いただけれ

ば幸いです。 

〇〇生生徒徒のの探探究究とと実実践践のの発発表表  

①① ママイイククララででつつくくるる双双葉葉郡郡  

マインクラフトというゲームを使

い、双葉郡を作成している。ゲーム

を使うことで多くの人に双葉郡に

興味を持ってもらい、将来的にはVR

で実際に体験できる様にしたい。 

②② 鉄鉄卵卵とといいうう地地域域のの可可能能性性  

地域の砂鉄を使って南部鉄器の技術で鉄卵をつくる

探究と、物質が人体に与える影響を

探究している2人が協働して探究し

ている。鉄の専門家からアドバイス

をいただきオリジナルの炉を作成

し、鉄を取り出す実験をしました。 

③③ FFuuttuurree  QQuueesstt～～地地域域ののゴゴミミをを花花にに変変ええるる  

双葉郡にあるゴミをすべて花に変えるプロジェクト。

ブンケンさんとゴミを拾ったり、国土交通省から借

りた花壇を花で埋めたりしました。

そして、ゴミを花に変えるスタート

として大きな看板を双葉町６号線

に作りました。双葉と言えばきれい

な花咲く場所！というイメージを

作っていきたい！ 

④④  浪浪江江町町をを元元気気にに笑笑顔顔にに～～開開けけててびびっっくくりり！！浪浪江江のの宝宝箱箱  

浪江町商工会青年部と膝をつき合わせて町おこしを

考えました。商品開発だけでなく、話

題づくりのためのイベントを通し

て、協働しながらまちおこしをして

きました！ 
  

⑤⑤  エエネネルルギギーーかかららエエココロロジジーーへへ--シシビビッッククププラライイドドをを

形形成成すするる環環境境事事業業のの提提案案  

海洋プラスチックの問題の研究を通して、環境ビジ

ネスの世界的な流れを知りました。住民と行政、そ

して企業が一体となって双葉郡を発展させていくた
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めシビックプライドに着目しました。 

⑥⑥  村村おおここしし iinn  葛葛尾尾村村  

 葛尾村の村おこしを探究してい

る。スポーツイベント等様々なイ

ベントを通して活気ある町作りと

魅力作りを地域の方と協働しまし

た。葛尾でできたお米を炊いてお

いしいご飯の魅力を伝えるイベントを行いました。 

⑦⑦  絵絵本本でで記記憶憶のの受受けけ渡渡しし  

震災の経験や体験を震災の記憶

を持たない世代へ伝えていくこと

を探究している。記録としての震

災ではなく記憶としての震災を伝

えること、そしてそれを、絵本を

通して伝えていくために日々探究している。 

⑧⑧  VVRR  iinn  FFuuttaabbaa（（wwiitthhメメデディィアア班班））  

多くの先輩方がチャレンジしてき

た双葉郡ツアーを VR で海外の方

でも双葉郡を楽しめるコンテンツ

を作っています。多くの方々が、双

葉郡の魅力を VR で感じてもらえ

るように進めています。 

⑨⑨  双双葉葉郡郡内内のの未未来来時時代代をを描描くく！！！！  

２年次に訪れた双葉駅周辺！震災で壊れてしまって

いる今の双葉町と未来の明るい双葉町の絵を描いて

残す探究をしました。 

⑩⑩  ふふたたばば花花革革命命  

アロマンティックバーを双葉郡に

咲いている花をつかって作る商品

開発を行った。Future Questの渡

辺さんとともに、双葉郡のゴミを

花に変える取り組みとコラボしな

がら行った。 

（（３３））成成果果とと反反省省（（探探究究ププロロセセスス））  

〇〇課課題題設設定定ににつついいてて⇒⇒現現状状分分析析  

 ふたば未来の「探究プロセス」では、stage1で問題発

見／課題設定を行うことになっているが、インプットが

されていない状態でのそれらの設定は非常に難しい。理

想の状態をイメージしようとしても、具体的に頭に浮か

んでこない生徒が非常に多かった。そのため、原子力防

災班では、２年次のはじめに、全員で、複数のフィール

ドワークや映像資料等を遣い現状把握を行った。その際、

データや資料を読み取ることが得意な生徒には、RESAS

やその他の１次資料をもとに地域をより客観的に見つめ

ることを、そうでない生徒に対しては、様々な場所や地

域の方（一般社団法人 AFS吉川彰浩様など）のところに

訪問しお話をお聞きするなどし、班の中でそれらの情報

を共有することをスタートラインとした。現状を知るだ

けでなく、歴史的な観点から過去もしっかりと調べるこ

とが探究を行う上で非常に重要だと分かった。 

〇〇課課題題のの再再設設定定⇒⇒解解決決仮仮説説  

 現状を知ることで、顕在的な問題を把握し、その後、

生徒それぞれが理想の未来を設定し、問題と課題の再設

定を行った。解決アクションについては、クリエイティ

ブ思考として、自分の好きなものという全く異なること

を掛け合わせ、解決方法を探った。 

〇〇解解決決アアククシショョンン⇒⇒考考察察  

 顕在的な問題（第３者が描いた理想に対するギャップ）

に対する解決アクションは、すでに解決策が多くとられ

ていることがほとんどであり、そこをスタート地点とす

ることは問題解決の学習としては良いが、社会との協働

としては十分ではない。課題の再設定において作った解

決アクションは、課題解決の学習だけでなく地域に対し

ての高校生としての新たな発想としてヒントを与え、

WIN-WIN の協働を成り立たせることが可能だと分かった。 

（（４４））ままととめめ  

 事実を客観的にとらえ、既存の問題に対して分析を行

い問題と課題を再設定するという手順を踏むことによっ

て、探究の土台とし、クリエイティブ思考として、生徒

自身の興味あることをかけ算で組み合わせることで、生

徒自身のオリジナルの探究を展開することが出来、持続

的に探究活動に集中するということが見えた。総合的な

探究の時間のあるべき姿として提案ができるものになっ

たと感じる。
 
《成果》 

文部科学省主催 Glocal High School Meeting 2022 日本語部門 金賞 鉄卵という地域の可能性 

文部科学省主催 Glocal High School Meeting 2022 英語部門  金賞 マイクラで作る双葉郡 

福島県教育委員会主催 令和 3年度 ふくしま高校生 社会貢献コンテスト 

 福島大学アドミッションセンター賞 浪江町をを元気に笑顔に 

福島県教育委員会主催 令和 3年度 ふくしま高校生 社会貢献コンテスト 入選 Future Quest 

福島県総合学科課題研究発表会 口頭部門 入賞 Future Quest 

ふたば未来学園 未来創造探究発表会 最優秀賞 鉄卵という地域の可能性 
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２２．．３３．．１１  ②②  メメデディィアア・・ココミミュュニニケケーーシショョンン探探究究ゼゼミミ  

 
 メディア・コミュニケーション探究ゼミ（以下メディアゼミ）は地域や社会の問題を意識し、その解決のため

メディアを用いた情報発信や、未来への伝達のアクションを目的とし、33名（女子25名、男子８名）が在籍し

ている。注意点として、実践が進むほどメディア製作そのものが目的化してしまいがちなので、出発点である課

題や伝えたいことを意識させ続けた。 
 

（（１１））ははじじめめにに  

 五期生は震災当時小学校一年生だった世代だ。彼らに

は「自分たちが震災時の記憶を持っている一番下の年代

ではないか」という意識が強くあるようだ。彼らの中に

は、下の世代に対して「震災の記憶を伝えていきたい」

という気持ちが、使命にも似た感情を帯びて秘められて

いる。 

 

（（２２））二二年年次次ままででのの取取りり組組みみ  

第一原発最寄り校の本校生たちは、それゆえに社会の

課題に向き合わざるを得ない。一年次は地域の現状と、

解の見えない課題を肌で感じた。二年次では探究の授業

で彼らは理想と現実のギャップから探究テーマを設定し、

仮説を吟味するための「調査のアクション」をしてきた。

これを踏まえ、三年次ではよりよい社会を自分たちの手

で創ることを目標に探究活動を行った。 

 

（（３３））各各生生徒徒のの取取りり組組みみ  

「ふたばの花革命」 
双葉郡に咲いている花をドライフラワーにし、アロマン

テイックバー作りを図った。 
「もったいないバナナ」 
脱プラスチックに向けたレジ袋の有料化が浸透している

ことから、バナナの葉を再利用することでビニール袋の

コストも削減できるのではと考え、地域の方とともに試

行錯誤した。 

 
（試行錯誤の一例） 

「VR in Futaba」 
双葉郡のマイナスイメージを払拭するための情報発信を

行ってきた。双葉郡ならではの魅力をVR カメラで撮影

し、その動画をYouTube に投稿した。 
 
「ふたばメディア」 
今までの探究の活動を集約し、記録、発信し学びを還元

するシステムが必要と考え、サイト「ふたばメディア」

を製作した（http://futabamedia.com/）。これにより、後

輩が先輩の活動を参考にでき、地域との協働を可視化す

ることができた。 

 
（HP トップページ） 

「動物の殺処分を減らしたい」 
震災後放浪していた動物たちが殺処分となり福島県の殺

処分数がワースト１位という記事を読みアクションを行

った。ペットショップのことに関しても考察した。 

 
（富岡町のNPO 法人栖さんへ取材しました） 

「正しい情報を私の言葉で」 
YouTube で私自身の学校生活や探究活動、研修活動の

様子などを撮影・配信することで福島の現状や課題を知

ってもらい、無知による偏見をなくし福島の復興活動に

携わっていく人を増やすことを目的として活動してきた。 
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「富岡元気づけっぺ」 
富岡観光協会の方たちと協力し、自分たちが興味のある

美容と関連づけ、町の特産品を使用した商品開発を考え

ることにした。そこで、富岡町のお酒「天の木」と富岡

町のフルーツ「パッションフルーツ」に目を向けた。 

 
（インスタグラムで広告した） 

「全ての子どもに豊かな生活を」 
現在、社会問題化している子どもの貧困に注目し、自分

たちと同じ若い世代に伝えたいと考え、いわき法律事務

所弁護士の菅波香織さんと相談、いわき市湯本町にある

「放デイ AND 舎」のインスタライブにも参加をさせて

いただき、探究についての情報発信を積極的に行った。 
 
「ＬＧＢＴＱと私」 
ＬＧＢＴＱをただの個性として捉えてほしいため、探究

テーマとした。アパレルブランド KINGLYMASK、

EINS HIMMEL+から衣装提供を受けた。 
 
「韓国と日本が仲良くなるには」 
K-POP や韓国ドラマが好きで韓国について興味があり

このテーマにした。歴史を調べ、立命館アジア太平洋大

学卒業生が立ち上げた任意団体ＪＩＷＡ-ＪＩＷＡが主

催しているＪＩＷＡ-ＪＩＷＡオンライン韓国語講座な

どに参加した。 
 
「動物の殺処分を減らす＆ペットとの避難について」 
災害時にその場に残されて、家族と離れてしまう動物が

いる。保護されても元の飼い主・引き取り手が見つから

ずに殺処分に回されてしまうペットがいることを知り、

広報活動を行った。 
 
「大熊町民とのつながりを作る」 
実際に大熊町に人を呼び込むために、どのようなイベン

トを企画開催するべきかを考え、それを実行しどう回復

していくか探究した。 
 

「「他人事」を「知り合い事」へ FROM “SOMEBODY 
ELSEs THING”TO“KNOWN THING”」 
自分のふるさとでは無い関係ない場所での問題に対して

無関心な人の意識を変え、関心を持ってもらいその輪を

広げていくためのイベントを行った。 
 
「未来を担う人材を」 
震災の記憶と教訓を伝える活動に貢献するべきではない

かという想いから、震災から得られた教訓や人の想いを

後世に伝え、新たな知識と繋げて発展させていくことが

できるような機会を作るプロジェクトを行った。 

 
（関西の高校生とオンラインで交流した） 

「富岡の酒粕を使った新メニュー」 
富岡町で作った日本酒から生まれる酒粕を用いて、新し

いメニューを考えた。 
 
「ルーブリック、うちらの言葉で訳してみた！」 
ルーブリックはふたば未来学園の生徒のデータが一目で

わかり、これからの学校に必要な物だと思う。しかし分

かりづらいので、私たちはルーブリックの言葉を分かり

やすく「翻訳」した。 
 
「LOCAL WEDDING」 
私たちの探究では、将来の夢であるウェディングプラン

ナーに関する知識を身に着けることと、地元の活性化を

関連付けたものだ。双葉郡の活性化、結婚式の魅力を知

ってもらうことを目標に探究活動を始めた。 
 
「震災について語ろう」 
私たちは、震災の記憶を繋ぐこと、防災準備や対策の大

切さを子供たちに伝えることを目的とし紙芝居イベント

を開いた。 
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２２．．３３．．１１  ③③  再再生生可可能能エエネネルルギギーー探探究究ゼゼミミ  

 
福島県では、2011 年 3 月に「福島県再生可能エネルギー推進ビジョン」を策定したまさにそのとき、

東日本大震災とそれに伴う東京電力第一原子力発電所事故によって再生可能エネルギーを取り巻く情

勢が激変した。そこで福島県では新たな再生可能エネルギー推進ビジョンとして震災以降の社会情勢

も反映させた「再生可能エネルギーの飛躍的な推進による新たな社会づくり」を 2012 年 3 月に策定し、

復興の主要施策の 1つとした。このビジョンには原子力に依存しない、安全・安心で持続的に発展可能

な社会を目指した福島の再生可能エネルギー産業の未来像が描かれている。 
本校の再生可能エネルギー探究ゼミでは、「福島県再生可能エネルギー推進ビジョン」をもとに福

島県や双葉郡の現状を把握し、課題を見いだし、解決の糸口を探究することが一般的な進め方ではあ

るが、私達は探究の動機付けとして学校周辺の産業や自然環境に着目し、フィールドワークや基礎実

験などの演習を全員で行い、基礎知識や体験の共有化を行った。それと同時に、各グループごとの探

究テーマも設定し、探究活動を進めてきた。

（（１１））ははじじめめにに  

 再生可能エネルギー探究ゼミでは生徒 13 名が、

お互いが協力しながら、探究活動を進めてきた。全

体の活動としては、広野町火力発電所訪問、浅見川

の清掃活動・水質調査、ふるさと創造学の講演会等、

様々な取り組みを行ってきた。また、各グループご

との探究テーマも設定し、探究活動を進めてきた。

それらのグループは大きく分けて、トリチウム水処

理班、海洋温度差発電班、リモネン発電班、川探究

班に分かれている。 
 
（（２２））実実施施内内容容  

① トリチウム水処理班 

  東京電力第一原子力発電所事故によって発生して

いるトリチウム水処理の問題に注目した。この問題

は、地域の関連性が非常に高いにも関わらず、地域

の関心が低いという現状がある。このことを踏まえ

て、自分達でどのようにしたら、より分かりやすく

トリチウム水処理の問題を伝えていけるのかを考察

した。 
 まずは本校の生徒がどれだけ問題意識を持ってい

るかを調査するため、校内アンケートを実施した。

アンケート内容は主に「トリチウム水を知っている

か？」、「トリチウム水の海洋放出に賛成か、反対

か？」の２つである。しかし、準備不足により、高

校１年次からしか回答を得ることができなかった。

回答数が少ないため、データの信頼性は低いが、そ

の中でも、６割の生徒がトリチウム水について知っ

ていることや８割以上の生徒がトリチウム水の海洋

放出に反対していることが分かった。こちらの予想

よりも興味関心が高いことが分かった。 
 次に、トリチウム水の希釈の様子を分かりやすく

伝える方法はないかと考え、牛乳をモデルとした希

釈の実験を行った。牛乳をトリチウムに見立て、海

洋放出が可能なレベルや自然界に存在するレベルな

ど、様々な状態を想定して、希釈の実験を行った。

実際に希釈の計算を行うことにより、どれくらい薄

めればよいのかが分かった。また、牛乳を使うこと

で、視覚的に濃さを表現することができた。 

 さらにこれらの活動を「福島イノベーションコー

スト構想の実現に貢献する人材育成」の成果報告会

にオンラインで参加し、代表発表を行った。他の高

校生とも交流を行い、積極的に意見交換を行った。 
 高校３年次では、川探究班と協力して、水質調査

を行ったり、廃炉資料館や福島第一原子力発電所を

訪問し、双葉郡が直面している課題について正面か

ら向き合った。 
 探究活動を進めていく中で、最大のテーマである

トリチウム水の海洋放出が決定してしまったため、

最終的にはトリチウム水の効果的な活用方法を考察

することに舵をきった。 
 

 
[希釈の計算] 
 

 
[牛乳を使ったトリチウム水の希釈実験]  
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② 海洋温度差発電班 

 東日本大震災前は自然環境にも恵まれ、原子力発

電によって、経済的にも支えられていた大熊町。し

かし、東京電力第一原子力発電所事故によって、全

域避難となってしまった。その結果、町外への人口

流出が続いている。そんな大熊町を、再生可能エネ

ルギーを使って魅力のある町にし、地域の復興につ

なげる活動をしたいと考えた。その再生可能エネル

ギーの手段として、海洋温度差発電に着目した。海

洋温度差発電とは、海の表層と深海の温度差を利用

した発電方法で、発電量が安定しており、太陽の熱

エネルギーを有効に使うことができる。この発電方

法を大熊町の海洋で実現できないかと考えた。 
 まず海洋温度差発電を実現するための基礎実験と

して、対流の実験を行った。水槽に入った水をヒー

ターで温めることで、実際に対流が起きているかど

うかを調べた。水槽の表層と深層の温度を実際に測

定し、グラフにまとめることができた。やはり水槽

全体を温めるためには時間がかかってしまい、さら

に、温度差はあまりひらかないことが分かった。 
 次の基礎実験として、ジエチルエーテルをチュー

ブ内で液化させる実験を行った。ジエチルエーテル

は海洋温度差発電において、冷媒となる物質であり

その性質を確認することができた。 
 高校３年次では、発電装置の構造を調べるため、

本格的な理科の実験器具であるソックスレー抽出器

を用いたジエチルエーテルの実験を行った。実験は

一人でできるものではなく、あらためて他者と協働

することの大切さを痛感した。理論→実証→改善、

このサイクルを通して、少しずつ実験の精度をあげ

ていった。 
 最終的にはオリジナルの海洋温度差発電の発電機

の設計図を作成することができた。発電機の試作ま

ではできなかったため、卒業後も引き続き、発電に

ついての研究を進めていきたい。 
 
③ リモネン発電班 

 広野町の特産品としてみかんが有名であるが、あ

まりみかん単体として販売されていない。その理由

を調べたところ、主に加工用として生産されている

ことが分かった。そこで広野町のみかんを多くの

人々に知ってもらい、さらに地域の活性化につなげ

るため、リモネン発電に注目した。リモネンとは、

みかんの皮に含まれている成分で家庭用食器洗剤に

も含まれている成分である。 
 まずは広野町のみかん園のみなさんに協力を依頼

し、実際にみかん狩りを行った。みんなで協力して

収穫作業を行い、数箱分のみかんを確保することが

できた。次に大量のみかんの皮を集め、それをすり

つぶしてフラスコに入れて、水蒸気蒸留でリモネン

を抽出する実験を行った。はじめは油のような成分

を抽出することができたが、時間の経過とともに、

その成分が蒸発してしまった。２回目の実験として

ウオーターバスを使用し、みかんの皮の温度を上げ

てから水蒸気蒸留を行った。その結果、リモネンと

思われる成分を抽出することができた。 
 高校３年次では、地域のゆず狩りの活動に参加し、

地元の幼稚園を訪問し、そこで自分達の実験を披露

することができた。実際に実験を体験してもらうこ

とで、成分抽出のプロセスを知ってもらい、興味関

心を持ってもらうことを目的とした。抽出した成分

は芳香剤として参加者にプレゼントした。 
 また UV 装置を使った、抽出したリモネンとサン

プルの成分比較も行った。その結果、確かにリモネ

ンの成分が存在するという検証結果が得られた。し

かし、リモネンの成分を実用化するためには、みか

んが最低１トン必要であり、発電への利用や商品化

はとても難しいことが判明した。 
 

 
[みかん狩り] 

 
[水蒸気蒸留の実験] 
 
④ 川探究班 

 再生可能エネルギーの原点として、まずは地域の

自然環境を知ることを基本として、活動を行ってき

た。その中でも広野町の主要な川として、浅見川に

注目し、水質調査や生態調査を進めてきた。水質調

査では、実際に浅見川の上流・下流の水を採取し、

ＣＯＤを利用した実験で、その性質を確かめること

ができた。また生態調査では、浅見川に生息してい

る生物を捕獲し、飼育と養殖を試みた。その中でも

広野町にしか生息していないキタノスジエビを発見

することができた。これ以外の活動としては広野町

役場でのインタビュー、五社山のフィールドワーク、

浅見川の清掃活動などを行った。 
 高校３年次では、引き続き、浅見川の清掃活動に

参加し、地域の人々の温かさや本校に対する期待の

高さを、身を持って感じることができた。復興の拠

点としての本校の役割を再認識できた。 
 またキタスジエビの飼育を行ったが、やはり自然
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環境の生物をより自然環境に近い状態で飼育するこ

とはとても難しく、抜け殻を採取する前に、すべて

死滅してしまった。 
 本来であれば、キタノスジエビの抜け殻を採取し、

その抜け殻が CO2 を吸収することを実証しようと

計画していたが、残念ながら確かめることはできな

かった。 
 

 
[水質調査] 
 

 
[浅見川清掃活動] 
 
（（４４））課課題題とと展展望望  

 これで約２年間の探究活動は終わりを迎えるが、

それぞれのグループで様々な課題と新たなテーマを

見つけることができた。この再生可能エネルギー探

究ゼミの最大の強みは「チームワーク」であり、ど

んな困難に直面した時も、お互いが協力し、支え合

いながら、１歩ずつ着実に探究活動を進めてきた。

「発電」だけに限らず、地域の「自然環境」にも着

目し、幅広い視野で探究活動に取り組んできた。卒

業後も、それぞれの分野でさらに調査研究を進めて

いってほしい。そして、「再生可能エネルギーの飛

躍的な推進による新たな社会づくり」の実現を切に

願っている。 
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２２．．３３．．１１  ④④  アアググリリ・・ビビジジネネスス探探究究ゼゼミミ  

 アグリ・ビジネス探究ゼミは、双葉郡の農業生産の現状を鑑み、今後の農業とビジネスを探究するゼ

ミである。令和３年度はアカデミック系列、スペシャリスト系列農業、商業、福祉の生徒から成り、計

１２名（男子５名、女子 7 名）で実施している。 

 本ゼミでは、６つのプロジェクトが進行しており、県内農産物の風評被害払拭に向けた取り組み、地

域資源を活用した商品開発、持続可能な農業に向けた開発、地産地消の推進が主になっている。 

 

（（１１））ははじじめめにに  

 本ゼミでは、これから始まる探究活動が単なる

調べ学習や自己満足的な活動にならないよう、キ

ックオフの際に、「あなたはなぜ〈プロジェクト〉

を行うのか」、「そのプロジェクトは、〈誰のため〉

〈なんのため〉に行うのか」といった問いを生徒

に投げかけ、探究活動の意義を考えさせ進め方を

共有した。 

 

（（２２））実実施施内内容容  

① 今年度の流れ 

 本ゼミでは、６つのプロジェクトが進行してお

り、原発のイメージ払拭（①「大熊新特産品「い

ちご」～Make a Smile with sweets～）、県内農

産物の風評被害払拭に向けた取り組み（②みんな

バナナすきだよねぇ）、③資源の再利用の推進（⑤

「古着にもう一度光を」）④「ニーハオはばたけ広

野バナナ」地域資源を活用した商品開発（⑤「凍

み天復活」）、⑥メディア＆福祉＆アグリの協働

「お肌つるつるお米パック」が主になっている。 

 

・新型コロナウイルス感染症予防の観点から、ア

クションに制限があったが、感染症対策をしっか

りとして、生徒それぞれが考えた未来創造探究発

表会（９月 25 日）に向けた取り組みとなった。 

 

・論文執筆 

２年間の探究活動を論文にまとめた。 

 

 

② 活動内容 

・「大熊新特産品「いちご」～Make a Smile with 

sweets～） 

  
 

 

 

 

 

「大熊新特産品「いちご」を使用した UFO パン 

 

 
福島民報 2021 年 7 月 23 日 

 

・みんなバナナすきだよねぇ 

震災後、双葉郡の農林水産業を取り巻く課題の一

つに「風評被害」がある。本探究では、この課題

に目を向け、広野町の特産物として力を入れてい

る「広野産のバナナ綺麗」を用い、風評被害の払

拭と地域の方と関わりが薄れている現状から、地

域の方とのコミュニケーションツールとして「バ

ナナカステラ」を利用できないかと考えた。、広野

町の農産物を活用した加工品の商品開発を行い、

町に訪れた人に配布することで、広野町の魅力発

信を目的としていた。 

 広野町振興公社の中津氏の協力のもと、広野町

特産のバナナを活用したカステラを製造し数度

の試作をして完成させたバナナカステラに対し

て広野町を PR する貴重な取り組みと高く評価し

ていただいた。 
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広野町振興公社 中津弘文様 2021 年 7 月 14 日 

   

試作の様子（2021 年 2 月） 

・古着にもう一度光を 

SDGｓ12 つくる責任つかう責任に着目し、捨てら

れてしまう古着の再活用をテーマに掲げた。作業

着として新たに古着のリノベーションを目指す。

また、オーガニックコットンの需要と供給の調査

調や、環境に配慮した持続可能な活動をめざした

探究内容である。 

N.P.O. ザ・ピープル理事長 吉田 恵美子 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年 

7月 11日 

・ニーハオ－はばたけ広野バナナ－ 

 震災後、双葉郡の農林水産業を取り巻く課題の

一つに「風評被害」がある。本探究では、この課

題に目を向け、広野町の特産物として力を入れて

いる「広野産のバナナ綺麗」を用い、風評被害の

払拭と地域の方と関りが薄れている現状から、地

域の方とのコミュニケーションツールとして「バ

ナナギョウザ」「バナナ春巻き」を利用できないか

と考えた。 

 商品コンセプトとして必要な、商品のターゲッ

ト（誰が）、ベネフィット（どのような価値）、シ

ーン（場面）を考え、商品の試作を繰り返し商品

化に向けたアドバイスを受け商品開発を行った。

アクションを通して地域の方々との交流がしっ

かりと生まれた。 

 
広野町振興公社ひろぼーの休憩所 

2021 年 6 月 30 日 

 
・凍み天復活 

 震災前南相馬市で販売されていた上げ菓子「凍

み天」。震災後工場が被災し一時生産中止となる。

その後支援を受け、営業を再開するが、ほとんど

知られていない。友人とのたわいのない会話から

「凍み天」のワードに関心を持ち、「凍み天復活」

を探究テーマに掲げ活動を試みた。 

 

（（３３））成成果果  

 新型コロナウイルスの影響で商品開発をした

商品を地域イベントや自主企画イベントで地域

の方々に広く伝えることができなかった。しかし、

生徒は社会状況に順応し探究活動を継続するこ

とができた。 

 

（（４４））課課題題とと展展望望  

 県内農産物の風評被害払拭に向けた取り組み、

地域資源を活用した商品開発、持続可能な農業に

向かう開発、地産地消の推進テーマを掲げそれぞ

れの探究活動を行ってきたが、多くの大人との関

りから地域課題について再確認し、実践を通して

何を学ぶのかを整理していくことが必要である。 
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２２．．３３．．１１  ⑤⑤  ススポポーーツツとと健健康康探探究究ゼゼミミ  

東日本大震災と福島第一原子力発電所の事故から 11 年を迎えた。この 11 年の間には、避難指示区域

の解除や常磐自動車道と JR 常磐線の全面開通、ふたば未来学園高校と小高産業技術高校の開校、J-

village の機能再開など、復興が進み明るい話題が増えてきた。一方で復興は進んでも、人口の減少は

歯止めがかからない。令和 4 年度には新地高校と相馬東高校が合併し、相馬総合高校となり、相双地区

から高校が１つ減ることになった。さらに、今年度も新型コロナウイルス感染症が世界で猛威を振るっ

た。 

そんな中、今年度は延期になっていた東京オリンピックが十分な感染対策を施して開催されたことは

日本全体に大きな希望と勇気を与えた。インターハイや夏の甲子園などのスポーツの祭典が実施され、

少しずつではあるが日々トレーニングに励むアスリートたちの活躍の場が復活してきた。 

「する」「観る」「支える」「知る」。このような状況にある今だからこそ、世界や社会、地域、さらに

は自らの課題に目を向けて、どのような課題が蓄積されているのかを知り、スポーツを生かして世界や

社会、地域、自身の課題解決を目指した。 

 

（（１１））２２年年次次のの活活動動  

   総合型地域クラブによる地域活性化、健康の

増進、子どものスポーツ環境の支援、スポーツビ

ジネスによる持続可能で豊かな地域の実現やア

スリートとしての技術や体力向上に関する科学

的見地からの探究と実践を行った。 

 

（（２２））実実施施内内容容  

   本ゼミはトップアスリート系列の生徒で構成

されている。全国各地から本校に集まってきて

いる利点を生かし、「それぞれの 3.11」を共有す

る時間を設定した。そして、その流れを生かしな

がら、それぞれの出身地における様々な課題を

調査した。遠方でも自分の地域と同じような課

題があるということを知り、互いの共通点を見

つける時間とした。 

   次に「世界」へ目を向ける時間を設定した。ス

ポーツに限らず、様々な世界の課題を調査した。 

  これまでの学習を積み上げ、世界や日本、地

域、自身の課題調査からどの課題を解決するか

決定し、自分がスポーツにおけるどのような立

場（選手、指導者、経営者、スタジアム、アリー

ナ、スポーツショップなど）で関わり、最終的に

どのように「win×win」の関係性を作り出すかを

考えた。各々で思考を巡らせ後、アイディアが近

い生徒同士でグルーピングを行った。過去の卒

業生からは生まれてこなかったアイディアも出

ており、思考に柔軟性があった。 

 

（（３３））３３年年次次のの活活動動  

  ２年次からの活動を踏襲し、アクションを継

続した。しかし、新型コロナウイルス感染拡大の

影響は大きく、現地に赴いてのアクションに制

限がかかり、満足な活動ができなかった。そんな

中でも自分たちができる活動を模索し、実践を

行った。 

 

 

 

““TTiikkTTookk～～いいききいいききププロロジジェェククトト～～””  
   広野町の高齢者の

健康増進にフォーカ

スし、高齢者の運動機

会の拡大のためのア

クションを立案した。

SNS の「Tik tok」を取

り入れることで、若者

や世界を視野に入れた情報発信を狙った。高齢

者向けの簡単なダンスを作り、地域の集会所を

訪問して実際に指導しながら

ダンスを一緒に踊るアクショ

ンを実施した。座ってもできる

ように、また、ダンスが苦手な

方でも取り組みやすいように

配慮したダンスを考え、アクシ

ョンを重ねた。 

  
 

““ススポポーーツツのの力力でで世世界界とと繋繋ががるる””  
SNS を取り入れながら「世界と世界」を繋げる

新しいパイプになるため、東日本国際大学の留

学生との交流を通して、スポーツは言語や文化

を越えて楽しむことができるツールであること

を発信しようと考えた。コロナ禍で交流活動が

制限されたため、「You tube」を利用して自分た

ちがサッカーを楽しんでいる動画を世界へ発信

するプロジェクトを実施した。いかに海外の方

が楽しんで観てもらえるか、という視聴者の視

点で 3 本の

動画を作成

し、それぞれ

の動画に英

語の字幕を

添えたこと

もあり、海外

の方から高評価やコメントをいただくことがで

きた。 
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““障障ががいい者者ススポポーーツツのの振振興興”” 

福島県のスポーツの課題を調べていくうちに、

障がい者のスポーツの機会が少ないことを知り、

知的障がい者のス

ポーツの振興のた

めのアクションを

立案した。富岡支

援学校でフライン

グディスク、ボッ

チャ、いわき市の

サンアビリティー

ズで車いすバスケ

ットボールの体験

をした。知的障が

い者にスポーツを

指導するうえで配慮しなければならないことを

学び、バドミントンを富岡支援学校の生徒に伝

えるアクションを立案した。また、県内の特別支

援学校の高等部の生徒にスポーツに関するアン

ケートを実施し、する側の意識の問題より、支え

る側の少なさ、指導の難しさ、施設の少なさに課

題があることを導きだした。 

 

““貧貧血血にに悩悩むむ女女性性アアススリリーートトをを少少ししででもも減減

ららそそうう””  
  女性の貧血問題に注目し、女性アスリート自身

だけでなく、その周囲に関わる人々へも発信するこ

とで組織的な課題解決へ導いていくアクションを立

案した。貧血のメカニズムから栄養や睡眠の質の高

さが重要なことを知り、女性アスリートを対象に貧

血についてどれくらい知識があるのかアンケートを

作成した。また、JFA メディカルセンターの檜山トレ

ーナー、元バドミントン女子日本代表の潮田玲子さ

んとのオンラインミーティングを開き、学んだこと

を生かし、校内で女子中高生向けの交流会を企画し

ようとした。交流会は実現できなかったが、貧血につ

いてのパンフレットを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（４４））成成果果とと課課題題  

 それぞれのグループで、2 年次から考えを深めたテ

ーマを実践すべく、3 年次を迎えたが、新型コロナウ

イルス感染症の拡大は落ち着かず、現地に赴いたり、

交流したりするアクションはほとんどできなかった

のが残念である。感染状況が落ち着き、プロジェクト

の実践まであと一歩のところで再拡大し、満足な探

究活動が行えなかったことで、モチベーションを保

つのが非常に困難だったように思う。それでも限ら

れた時間の中で、対話を重ね、現在の状況でできるこ

とを模索し、プロジェクトを実践できたことは素晴

らしかった。幸いだったのは、この年代は休校期間が

あったことで、オンラインでの活動に慣れており、オ

ンラインでの交流を深められたグループがあったの

がよかった。また、SNS の取り扱いにも慣れており、

映像編集も様々な演出を加えて見ごたえのある動画

を作成できた。今後このような形での交流やプロジ

ェクトが増えていくのではないだろうか。 

一方で、テーマの設定については課題が残る。地域

の課題に目を向けてはいるが、テーマが大きすぎて

プロジェクトの実施が困難だったり、テーマとプロ

ジェクトが重ならなかったりするグループもあった。

「スポーツと健康」ゼミであることから、地域の課題

とスポーツを結びつけて探究活動を深めていくのだ

が、地域の課題について、無理やりスポーツを絡めて

いる感じが否めないグループもあった。 

 また、全員がトップアスリート系列の生徒である

ので合宿や試合等が重なり、探究活動をしたくても

できない日が続いたりすることもあった。それでも

電話やメールを駆使してアポイントを取ったり、依

頼文を作成したりと自分の役割に責任を持って臨む

姿はいかにもトップアスリートであった。しかし、生

涯プレーヤーでいることは不可能で、いずれプレー

から一線を引くときが来る。その時自分は何ができ

るのか。その時この探究活動で学んだことが生かさ

れると考えている。 

テーマ設定やプロジェクトの実施など、なかなか

思うように進まない 2 年間ではあったが、この 2 年

間の取り組みは必ず役に立つことと信じている。そ

のためにも、トップアスリート系列の探究活動のテ

ーマの在り方を見直す時期に来ているのではないだ

ろうか。地域の課題をスポーツを通して解決するこ

とも必要であるが、自分の専門種目の課題解決に向

けた、いわゆる大学の卒業論文のようなテーマでも

探究を深めることができるのではないか。トップア

スリート系列の生徒だからこそ、自分の専門種目に

目を向け、自分やチームの課題解決に向けたアクシ

ョンを実施することもプレーヤーとして大きな経験

になると感じる。「スポーツと健康」ゼミの今後のテ

ーマの在り方について、生徒とも議論を重ねていき

たい。 
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２２．．３３．．１１  ⑥⑥  健健康康とと福福祉祉探探究究ゼゼミミ  

 
健康と福祉ゼミは、「健康」や「福祉」に興味のある生徒や高校卒業後の進路に福祉系を考えている生徒が選択

している。自らの関心のある事柄と「健康」や「福祉」の分野を関連させ、地域の課題解決に向けて探究活動を

行っている。 
 

（（１１））ははじじめめにに  

 「健康」や「福祉」の分野は幅が広く、生徒の興味・

関心も多岐にわたる。本ゼミでは個人での活動が多く、

昨年度からの継続でそれぞれ探究活動を進めている。 

 

（（２２））実実施施内内容容  

① 今年度の流れ 

・ゼミ内発表（４月１４日） 

 中間発表の練習のためにゼミ内で発表会を行った。ゼ

ミの仲間や先生方からアドバイスをいただき、スライド

や発表の仕方を改善することができた。 

・中間発表（４月２１日） 

 ２年次で行った探究活動の内容と反省、今後の見通し

等をまとめ、PPスライドを用いて発表を行った。９月の

未来創造探究発表会をイメージする機会となった。 

・活動計画の見直しと実践（４月～１２月） 

これまでの活動や新型コロナの状況を踏まえて活動

の見直しと実践活動をくり返した。 

・ゼミ内発表会、発表動画撮影（９月１５日） 

 未来創造探究発表会の代表者を選出するためのゼミ内

発表会を行った。また、その様子を動画撮影し、各自で

振り返りを行った。 

・未来創造探究 生徒発表会（９月２５日） 

 各ゼミで選出された代表者は、これまでの活動のまと

めを発表し、審査員の方々からアドバイスをいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来創造探究 生徒発表会の様子 

・論文執筆（１０月～１月） 

 ２年間の探究活動を論文にまとめた。 

 

② 活動内容 

・広野町探検隊 ～仲良し大作戦～ 

 子ども達の肥満率の増加に着目し、日常的に体を動か

せる環境づくりについて考え活動をした。２年次で計画

していた広野小学校３年生との「広野町探検」を実施し、

広野町の歴史と運動することの大切さについて伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

「広野町探検」の様子        

・子どもロコモ改善プロジェクト 

 ロコモティブシンドロームの増加に着目し、小さい頃

からの運動習慣の確立をめざし活動をした。広野町公民

館にご協力いただき、自分の考えた運動を小学生と共に

行い、小学生の運動習慣の増加に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

「放課後児童クラブ」の様子 

・音楽療法で認知症予防 

 広野町社会福祉協議会にご協力いただき、認知症カフ

ェで音楽を用いた動画撮影を計画した。新型コロナの影

響により実践には至らなかったが、本校生徒の協力を得

て動画のサンプルを作成した。 

・The challenged 

 障害者に関わる職業につくことを希望しているので、

障害者のニーズを知り、どのような活動をすれば交流で

きるか考え、計画した。新型コロナの影響により実践は

できなかったが、調査アクションを通してノーマライゼ

ーションについての理解を深めた。 
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・高齢者に生きがいを！！ 

 高齢者が生きがいを感じるのはどのような場面かを考

えた。新型コロナの対策をとりながら広桜荘に通う高齢

者の方々との交換日記を行い、交流を続けた。 

 

 

 

 

 

 

高齢者との交換日記の一部 

・Make your life in a shelter better 

－これからの災害に備えて－ 

 学校で避難所の疑似体験を通して課題を発見し、その

解決法を模索した。また、国内外の避難所の比較や避難

所におけるベッドの有効性について検討した。 

・ハンドケアで高齢者と交流 

－私たち高齢者ができること－ 

 ハンドマッサージに関する知識を踏まえて、ハンドケ

アの練習を繰り返した。また、広桜荘を訪問して高齢者

と交流しながらハンドケアの実践を行った。 

 

 

 

 

 

 

広桜荘でのハンドケアの様子     アロマストーンづくりの様子 

・Aroma and refresh 

 アロマバスボムを作成し、それを利用したハンドケア

で高齢者と交流することを計画した。また、アロマスト

ーンを作成し、香りの癒し効果・リフレッシュ効果につ

いて調査した。 

・健康な心を持つこと😊😊 

 高校生に対し高齢者に関するアンケートを実施し、高

齢者に対する印象を知った。また、高校生に高齢者につ

いて知ってもらう機会をつくった。 

・コミュニケーションでつながるバトン 

 高齢者の孤独死が増加傾向であることを踏まえ、一人

暮らしの高齢者の生活を安全なものにしていくことをテ

ーマとして活動した。楢葉町の住宅地のゴミ拾いを通し

て高齢者と交流をした。 

・認知症 もっと楽しく 毎日を〈ゲーム編〉 

 認知症患者の生活をより充実したものにしていくこと

を目的として活動をした。高野病院を訪問し、自作のカ

ードゲームを実施していただき、アドバイスを踏まえて

改良をくり返した。 

 

 

 

 

 

 

高齢者との交流の様子     認知症患者のための手作りカードゲーム 

・Ｅｎｊｏｙ ｗｉｔｈ ｔｈｅ ｅｌｄｅｒｌｙ 

 将来、自宅介護をしなければならない人が増えること

が想定されるなか、「いざその時」になって困らないよう

に介護についての知識を広めることを目的として活動を

した。レクリエーションを考え、広桜荘で実践をくり返

した。 

  

 

 

 

「福島県」を取り入れた高齢者の食事 

 

 

 

広桜荘での手作りボッチャ（レクリエーション）の様子 

・高齢者の健康を支える食生活 

 自らの進路を踏まえ、「食」を通して高齢者のQOLを向

上させることを目的として活動を行った。福島県の食材

を活用した献立を考え試作を繰り返した。 

 

（（３３））成成果果  

 新型コロナの影響により実践が難しい状況の中で代替

案を検討し、十分に対策を取りながら探究活動を行って

いる姿が印象的であった。生徒は実践を繰り返しながら

計画的に活動することや地域人材と協働することの大切

さ等を学ぶことができた。 

 

（（４４））課課題題とと展展望望  

３年次の活動においては、積極的に実践をくり返した

生徒が多かった。しかし、「実践してみた」で終わり、地

域や世界の現状と関連付けた考察やまとめ発表ができて

いないことが課題である。実践と並行して「福祉」に関

する知識のインプットやデータの活用方法を学ばせる時

間をどのように確保するかを検討していく必要がある。 
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２２．．３３．．２２  探探究究活活動動発発展展ののたためめのの発発表表会会（（未未来来創創造造探探究究  生生徒徒研研究究発発表表会会））  
 
 高校２年次から２年間取り組んできた「未来創造探究」の集大成の場として「未来創造探究生徒研究発表

会」を開催した。本校における課題解決型学習の成果を披露する機会として、調査アクションのみならず、課

題を解決するアクション、生徒自身の総括、社会への提言等を発表した。様々な分野の第一線で活躍されて

いる方（専門知をもつ審査員）や地域の課題に取り組んでいる方（地域知審査員）に審査をお願いした。感染

症対策として体育館での全体会は行わず、分科会のみでの発表とした。また外部の参加者には全体会でZoom
を活用したライブ配信を行い、保護者や地域の方のみならず、全国に向けて成果を披露した。また、今年度は

ふたば未来学園中学校が開学して 3 年目の年となり、初めて中学校３年生の「未来創造学」の成果を発表す

る機会となった。 
 

（（１１））概概要要  

 ① 目標 １）地域課題解決のための探究と実践に取り組む学習「 未来創造探究 」の成果をまとめて発表す

ることにより、ふたば未来学園が定める人材育成要件（ル―ブリック）に定めた資質・能力

（D：表現・発信力、I：能動的市民性、J：自分を変える力）を育成する。 
２）発表を聴講することにより、ふたば未来学園が定める人材育成要件（ル―ブリック）に定めた

資質・能力（A：社会的課題に関する知識・理解、I：能動的市民性、J：自分を変える力）

を育成する。 
３）保護者、地域の方々、県内外の教育関係者に本校の探究活動の内容を発信し、ステークホルダ

ーとの協働関係をより強固なものにする。 
② 日時  令和３年９月２５日（土）９：００～１６：５０ 
③ 内容  ９：００～１０：１５ 分科会（８教室で高校生４発表、中学生２発表ずつ） 

１０：３０～１１：１０ 専門知審査員によるミニ講義 
１１：３０～１１：５０ ★開会行事 
１１：５０～１２：３５ ★全体会Ⅰ（高校生代表発表【前半】） 
１２：３５～１３：２０ 休憩 
１３：２０～１４：０５ ★全体会Ⅱ（高校生代表発表【後半】） 
１４：２０～１４：４５ ★全体会Ⅲ（中学生代表発表） 
１５：０５～１５：５０ ★閉会行事（結果発表，表彰、総評） 
１６：２０～１６：５０  教員と審査員の探究交流会 

 ④ 審査員  専門知を持つ審査員８名（1～8）、地域知を持つ審査員８名(①～⑧) 
  氏名 所属 専門  氏名 分野or 地域 地域 

1 松岡 俊二 様 
早稲田大学大学院  
アジア太平洋研究科 教授 

地域全般 ① 青木 淑子 様 
富岡町3.11 を語る会、 
元富岡高校校長 

富岡 

2 小山 良太 様 福島大学 食農学類 教授 アグリ ② 吉川 彰浩 様 一般社団法人 AFW 代表 南相馬 

3 佐藤 理夫 様 
福島大学 共生システム理工
学類 教授 

再エネ ③ 下枝 浩徳 様 葛力創造舎 代表理事 葛尾 

4 菅波 香織 様 
未来会議 事務局長 
弁護士 

地域全般 ④ 平山 勉  様 双葉郡未来会議 代表 富岡 

5 永井 祐二 様 
早稲田大学 環境総合研究
センター 准教授 

地域全般 ⑤ 松本 昌弘 様 楢葉町役場 楢葉   

6 中田 スウラ様 
福島大学 人間発達文化学
類 特任教授 

地域全般 ⑥ 吉田 恵美子様 
NPO 法人 ザ・ピープル 
理事長 

いわき 

7 古川 拓也 様 
大阪成蹊大学 経営学部 
 講師 

スポーツ ⑦ 小松 理虔 様 
ヘキレキ舎 代表 
ローカル・アクティビスト 

いわき 

8 猪狩 僚  様 
いわき市役所 
IGOKU 編集長 

福祉 ⑧ 青木 裕介 様 
ちゃのまプロジェクト  
共同代表 

広野 

 ⑤ 外部聴講者（Zoom）  １８５名（参考：昨年４６名） 
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（（２２））詳詳細細  

① 事前準備 

 今年度の発表会は県内に「まん延防止措置」がとられ

ている状況下での実施となった。昨年度同様に、コロナ

感染症の防止対策を徹底して行うことに留意して実施す

ることとなった。対策としては、全体会における三密回

避を徹底するためにアリーナには高校２・３年次と中学

校3 年生だけとした（中学校１・２年生と高校 1 年次は

別教室で Zoom 映像を参観する）。また分科会会場の人

数についても多くなりすぎないように、８会場で分科会

を行った。外部からの来場者は審査員のみとし、それ以

外の参加者についてはZoomによるライブ配信を行った。 
実践内容を様々な観点から探り、参加者全体で学びを

深めるために、分科会会場ごとに専門知を有する審査員

１名、および地域知を有する審査員１名に参加していた

だき、校内審査員（教員）1 名を加えて 3 名で審査をす

ることとした。地域知を有する審査員は本校の開校の経

緯や生徒の探究活動が面的に広がってきたことをふまえ、

昨年度は双葉郡の全八町村からお呼びするようにした。

今年度はさらにいわき市からも審査員をお呼びした。審

査員の方々はこれまで本校の探究活動に参画してくださ

った方が多く、依頼した審査員の方には快諾をいただい

た。 
 今年度は個人探究に組んでいる生徒が増加し、更に中

学校3 年生の発表も加わったため、総数の増加が昨年度

以上に増加した（今年度74PJ【高校48PJ、中学校16PJ】、
昨年度は 48PJ）。そのため、今年度は動画による事前審

査を行い、高校の発表プロジェクトを 58PJ から 32PJ
まで絞ることとなった。また、昨年まで発表時間 10 分

であったのを5 分に短縮し、内容をより精選して発表す

るように指導をした。 
・動画による審査（FlipGlid を使用） 
 発表を5 分にまとめ、動画をFlipgrid 上にアップさせ

た。この動画は事前審査のために審査員とも共有をした。 

 
② 分科会 

・昨年同様に、分科会ではゼミの枠を外し、複数のゼ 

 ミの生徒が参加するようにした。とは言え、分野に 
ついては共通して括れるように配慮した。 

・発表数と時間を勘案し、会場数は８会場、各会場で６

発表（高校 4 発表、中学校2 発表）を割り当てた。 
・各分科会に外部審査員２名、内部審査員（本校教

員）、司会（本校教員）を設定した。生徒は発表に集

中できるように、係の設定は極力少なくなるように

した。

 
・発表するだけでなく、専門知を有する審査員によるミ

ニ講義の時間を設定した。 
・審査のための審査基準を作成し、その基準に基づいて

各分科会会場で審査を行った（未来創造探究賞）。ま

た生徒投票による審査も同時に行った（共感賞）。 
・分科会の結果、以下のグループが全体会出場となっ

た。（全発表内容については巻末資料を参照）。 
〇環境事業でシビックプライドを作ろう 
〇Enjoy with the elderly 
〇もったいないバナナ 
〇大熊×いちご×私 
〇Future Quest  
〇子どもロコモ改善プロジェクト 
〇鉄たまごという地域の可能性 
〇わかものがたり 

 
 
③ ミニ講義（専門知審査員による） 

・本年度も昨年度同様に専門知審査員によるミニ講義を

お願いした。特にこれから探究を進めていく低学年の生

徒にとっては、専門家のお話を聞ける貴重な時間となっ
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た。昨年度は講義 20 分の内容であったが、今年度は講

義の時間を 30 分とし、内容を充実させた。なお、ミニ

講義のタイトルは以下のとおりである。 

④ 全体会 

・全体会では先述の高校生代表８プロジェクトと中学生

代表４プロジェクト、中学校バドミントン部の特別発表

の全13 プロジェクトが発表した。表彰は以下の通りと

なった。 
「未来創造探究 最優秀発表賞」 
・鉄たまごという地域の可能性 

「未来創造探究 優秀発表賞」 
・大熊×いちご×私 
・もったいないバナナ 

「未来創造探究 発表賞」 
 ・環境事業でシビックプライドを作ろう 
・Enjoy with the elderly 
・Future Quest  
・子どもロコモ改善プロジェクト 
・わかものがたり 

「共感賞」大熊×いちご×私 
中学校「未来創造学 優秀発表賞」 
・りーふる編集部 
・手話を使ってろうあ者理解への第一歩 
・チームゲーマーズ 
・五社山颪（ごしゃやまおろし）の研究 

 

⑤ 総評（専門知審査員：佐藤理夫、菅波香織） 

１）佐藤理夫先生から 
・探究活動ができる恵まれた環境を振り返って欲しい。

他校にはない充実した設備、熱心に探究に向き合っ

ている先生、なにより地域の方々の協力があること

を再確認して欲しい。 
・中学生の皆さんの発表のレベルが高い。これをさらに

高校で伸ばして欲しい。高校生も中学生の目標にな

るように頑張ってください。 
・テクニカルな話になりますが、５分間のプレゼンはき

つかったと思う。人に伝えたいものをもっともっと

厳選して欲しい。グループでの発表は考察がちょっ

と甘いかなと思うところもあった。 
・探究と学習が乖離していませんか？理系は特に高校ま

での理科的知識を踏まえてください。また、理系に

限らずデータ解析などを活用してください。「やりた

いことをやってみた」となってしまうPJ も見受けら

れました。学んだものをいかし、どう進めれるか…

特に大学進学を考えている方は意識してください。 
・これは「探究」ではなく「地域貢献体験記」では  
ないかと思われるものがありました。それはそれ 
で大切なことですが、成長するためには「高校生   
がやった」というレッテルがついて満足してしま  
ってはいけない。20～30 才にやった場合でも、そ  
のプロジェクトが地域に活かされているか、考え 
たい。「高校生がやることだからまあいいか」とな 
ってしまうと甘くなる。探究はあくまで探究…。 
探究という言葉を再考してほしい。体験記録だけ  
にとどまらない論文を期待しています。 

２）菅波香織さんから 
・地域の課題と自分の関心を合わせて、自分事としてと

らえているのが分かりました。みなさんのネットを

使った情報活用も上手でした。 
・現状の把握として、アンケートなどをやっていたと思

いますが、発表で見えてこなかった。データがもう

少しあればよかった。また、印象で語られる発表も

多い。「ヒントを貰えました」「印象が変わりまし

た」というコメントには何を得たのか、どんな風に

変わったのか、具体的に欲しい。 
・みなさんが探究を主体的に取り組んでいるのが伝わり

ました。２つ目とも関係しますが、みなさんの探究

の対象となる地域の子供、高齢者も主体を持つ存在

です。コロナで難しかったと思いますが、お一人お

一人の心情や意思や尊重すべきことも考えつつ、皆

さんのやりたいことを掛け合わせて共創していけれ

ば素敵だと思いました。 
・私的にドキッとしたり、違和感を覚えたワードがあり

ました。皆さんもそれを友人らと言葉にして、対話

  氏名 ミニ講義 タイトル 

1 松岡 俊二 様 
「2050 年の福島浜通りの地域社会を考えよう 
：1F 廃炉や復興はどうなっているのだろうか？」 

2 小山 良太 様 
震災10年以降の福島県農業と新しい産地・ブ
ランド形成の可能性 

3 佐藤 理夫 様 
2040 年ふくしま再生可能エネルギー100％の
先に 

4 菅波 香織 様 
対話が未来を作る〜８年間の未来会議を通じて

感じる無力感と希望〜 

5 永井 祐二 様 
豊島産業廃棄物不法投棄問題と自然再生事
業〜１F 廃炉における合意形成のヒント〜 

6 中田 スウラ様 子どもの貧困と地域社会〜教育と福祉〜 

7 古川 拓也 様 
スポーツを通して"誰が"地域課題を解決する
のか？ 

8 猪狩 僚  様 「福祉の IGOKU、健康の極意」 
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をしてみて下さい。もやもやを一人の中で消してし

まうのは勿体ないです。今日の探究のあとも、対話

で未来を作ることを考えていただければと思いま

す。 

 

⑥ 教員と審査員の探究交流会 

昨年初めて教員と審査員の探究講習会を実施して、

外部審査員と担当教員との懇談会を、発表会終了後に設

定した。生徒の発表を踏まえて、日頃の指導方法や連携

の在り方等について忌憚のない意見をいただくことがで

きた。今年度は「中学3年間の探究を高校でさらにどの

ように伸ばしていくか？」という問いを設定し、KPT

（Keep,Problem,Try）法を用いてグループディスカッシ

ョンを行った。 

 

【Keep（そのまま続けたいこと）】 

・発表の丁寧な言語化 

・専門知と出会える場を作る 

・率直な個人の興味を反映した探究（中学生） 

・とがった才能をどんどん伸ばす 

【Ploblem（問題点）】 

・審査基準が文系の方が点数に反映されやすい（理系の

プロジェクトを評価しにくい） 

・理系をフォローできるゼミ編成 

・高入生と一貫生のゼミの接続 

・テーマと自分自身のつながりをもっと言葉にした方が

よい 

・課題からスタートにしないこと 

・仮説と検証を行って、課題が変わってもいいはずなの

に変わらない（「課題」という言葉を使わない方がい

いのではないか） 

・発表時間5分は短い 

【Try（来年やってみたい）】 

・最終発表会で地域の人とであるのではなく、常にオー

プンな関係を作る 

・学年を超えた交流・コラボ 

⑦ 結果および今後の展望 

・今年度もコロナ感染症対策のため、予定していた活動

ができなくなるケースがあった。昨年と異なっている点

は、Zoom などの新たなオンラインのツールを手に入れ

た点である。このツールを積極的に利用し、他県の高校

生とオンライン交流会を行った探究やマインクラフトを

利用した探究、分科会発表の様子をライブ配信で行う探

究など新機軸を導入した探究なども見られた。 
・この発表会は 1 期生から始めて今回が５回目である

が、会を重ねるごとに発表件数が増え、調査だけでなく

課題解決のための実践を進める生徒の割合が増えてお

り、質、量ともに高まっている傾向が見られる。一方

で、現実的に地域の外に出て課題解決のアクションの総

量は絶対的に少ない。また、海外研修がここ 2 年国内

の代替研修に切り替わり一定の成果は出ているが、海外

研修を通じて得られる世界の課題と地域の課題を繋げて

考える視点が今回の探究で見られなかったことは次年度

の課題ともいえる。 
・外部参観者向けにZoomによる配信を行ったが、取

組そのものに対しては好意的な意見が多かった。また遠

方からの参加者も多く遠隔配信のメリットを活かすこと

ができた。一方、映像や音声の質等、配信の技術的な点

は課題が多かった。次年度以降は直接来場いただくよう

になることを願うばかりであるが、今回培った配信ノウ

ハウは今後も生かしたい。 
・3 年生はこの後、論文作成や探究活動を仕上げる期間

に入るが、それらの質を高めるための機会として、全体

として今回の発表会は有効に機能したと思われる。また

外部の方に本校の活動の様子を理解していただく場とし

ても効果が大きかったと思われる。次年度以降も、定着

した取組として実施していく。 
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２２．．４４  海海外外研研修修・・国国内内研研修修 
２２．．４４．．１１  ドドイイツツ研研修修代代替替研研修修 
本校では、２年次からの未来創造探究として、原子力災害からの復興や、持続可能な地域づくりについて探究

を行う。この取組は、福島だけの課題ではなく、全世界が共有する「持続可能な社会づくり」にも繋がるもので

ある。これまでの１年次におけるドイツ研修では、環境首都と呼ばれるフライブルク等の町づくりを視察すると

ともに、本校の海外連携校であるErnst Mach Gymnasium 校（ミュンヘン）と互いの探究を通して交流を図り、

将来起こりうる世界の難題に向き合い、持続可能な社会をめざして未来を創造していく一歩としてきた。ドイツ

研修は本校の学びの核の一つであり、学年全体・学校全体が思考を深め、２・３年次探究にもつながる重要な機

会となる。しかし、昨年度に引き続き、今年度も新型コロナウイルス感染拡大の鎮静化が見込めず、7 期生はド

イツ渡航を諦め国内代替研修とオンラインでのドイツとの交流を行い、学びを深めるとともに、学年全体へその

成果を還元することとした。 
 

(1) 代代替替研研修修内内容容  

（１）国内研修 
① 国内のゴミ問題や放射性廃棄物など、この地域特有

の課題について知識を得る。 
② 「ゼロ・ウェイスト（ごみゼロ）」を掲げ、究極の 

持続可能な地域を追求している徳島県上勝町のゼ

ロ・ウェイストセンターを訪問し、スタディツアー

を行うと共に、地域住民と交流し意見交換を行う。   
③ 英語による議論やプレゼンテーションの技術を身に 

着けるため、British Hills における合宿を行う。 
 

（２）ドイツとの交流・意見交換（オンライン） 
① 国内研修を踏まえ、ミュンヘンのErnst Mach  

Gymnasium 校の生徒とオンラインにて交流を行う。 
 

(2)  実実施施内内容容 
募集の段階で現地渡航はできない旨を説明した。代替

事業を複数設定することで、海外研修同様の学びを担保

することを約束し、多くの生徒が選抜面接に臨んだ。 
なお、生徒の選考には以下のような課題を設定した。 
 

➀ ゼロ・ウェイスト（ごみゼロ）についてのあなたの

考えを明らかにすること。 
➁ 持続可能な社会づくりについて全世界が共有する目

標である SDGs の 17 の目標のうち、本研修を通じ

て考えを深めていきたい目標を明らかにすること。 
➂ 本研修での学びを今後の学校生活にどのように生か

していこうと考えているかを明らかにすること。 
 

本研修の目的を自覚し、学校の代表としてドイツと交

流し、そこでの学びを地域や学校に積極的に還元する意

志を持った12名の生徒たちが選抜された。 
 
代代替替事事業業①① 語語学学研研修修 
(1) ALT によるSDGs 研修・英会話 
期日：令和３年１２月〜２月 

SDGs を英語で学ぶためのテキストを

購入し、本校 ALT による事前講義を行っ

た。講義では知識のインプット

と語彙力の向上をねらいとし、

そこで学んだことについて自分

の考えを英語で話せるよう、デ

ィスカッションやプレゼンテー

ションなどを行った。また、昼休み時間に加えて、コロ

ナ休校期間中や入試期間中はZoomによる英会話を実施

した。３人グループの少人数での英会話の時間で、実践

的な力を鍛えていった。 
 

(2) ブリティッシュヒルズ(以下BH)研修 
期日：令和 4 年1 月5 日(水)～1 月7 日(金) 
現地渡航ができない中で、３月に予定しているドイツ

とのオンライン交流に向けて英語でプレゼンテーショ

ンや議論を行う練習が必要となった。そこで、英国の文

化・マナーに触れながら活きた英語を学べる県内の BH
にて２泊３日の語学研修を行った。  

ドイツの高校とはゴミ問題やリサイクルなどの環境問

題について意見交換を行う予定であるため、SDGs を用

いたレッスンを中心に、最終的にはプレゼンテーション

を作成し、発表できるようなプログラムを実施した。 

生徒達は初めこそAll English の授業に戸惑い、上手く

反応できずにいたが、夜に宿舎内のMeeting Room に集

合し、遅くまでSDGs にまつわる語彙や表現をシェアす

る様子も見られた。 
 最終日の発表では、SDGs 目標達成

に向けた内容を組み込んだ街をデザイ

ンして発表を行った。生徒達は各々自

由な発想で町をデザインし、楽しみな

がら自分達が理想とする社会について

意見を発表することができた。 

 
代代替替事事業業②② ドドイイツツととののオオンンラライインン交交流流 
(1) e-Twining を使用した交流 
ドイツにて交流予定だった、ミュンヘンの Ernst Mach 

Gymnasium 校とオンラインによる交流を続けた。e-
Twinning というサイトを使い、お互いに自己紹介や簡単

な投稿を通して交流を深めた後、ドイツの高校生 2 名と

本校生徒 2 名のグループを作り、あとはそれぞれに個別

最終日の発表の様子 
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に連絡を取り合うようにした。生徒達の中には

Instagram などで写真をシェアし合う生徒もおり、デジ

タルネイティブならではの速さで距離を縮め、仲良くな

っていた。大変楽しそうに交流しており、現地で会うこ

とが叶わなかったことが尚更に悔やまれた。 
e-Twiningでトピックを作成したり、アンケートを取っ

たり、チャットのやりとりをする機能もあったが、時差

の問題もあり、即座の生きたやりとりにならなかったこ

とと、生徒達にとっては使いにくく、なかなかこちらか

ら話題を提供したりすることができなかった。そのため、

グループでのやりとりはほとんどが Instagram などの

個々のものになってしまい、オープンなディスカッショ

ンなどがあまりできなかった。 
 

(2) Virtual Homestay 
 

期日：令和４年１月９日（日） 
BH 研修の直後にドイツの高校生との Virtual 

Homestay を実施した。直前の BH 研修時に一度顔合わ

せを行った。お互いに顔を合わせて自己紹介をした。

Ernst Mach 校も新型コロナ

ウイルス感染拡大により休

校が相次いでおり、この日も

学校からではなくそれぞれ

の家からの参加であったた

め、お互いのコロナ事情につ

いて情報交換をした。 
Virtual Homestay 当日は、それぞれにZoom のルーム

を割り当て、各家庭から接続して交流を行った。日本時

間の 19:30、ドイツは 11:30 から、お互いに Lunch と

Dinner を食べながらの交流となった。生徒達は家族や、

お互いが食べているものを紹介したり、お互いの部屋を

案内したりと楽しい時間を過ごした。 
その後、振り返りではそれぞれがどのような話をした

のか共有し、スライドにまとめて共有した。スライドか

ら、生徒達がそれぞれに交流を楽しんだことが伝わる内

容だった。お互いの国の習慣などの話になると、生徒達

も驚くことが多かったようで、日本での当たり前が世界

では当たり前ではないということをドイツとの交流を通

して学んだようである。それぞれにドイツの高校生から

聞いたドイツの習慣や文化で驚いたことを共有していた。 

 生徒達の感想は以下の通りである。 
「「事事前前ににいいくくつつかか話話題題をを用用意意ししてていいたたたためめ、、沈沈黙黙ににははなならら
ななかかっったたがが、、伝伝ええたたいいここととがが伝伝ええらられれなないい歯歯痒痒ささをを感感じじたた。。

ももっっとと語語彙彙力力やや文文法法知知識識をを身身ににつつけけてて、、ジジェェススチチャャーーをを交交
ええななががらら会会話話ででききるるよよううににししたたいい。。」」 
「「共共通通のの話話題題ががたたくくささんんああっってて、、話話しし足足りりななかかっったた。。英英語語
がが上上手手くく話話せせるるかか不不安安だだっったたけけれれどど、、楽楽ししくく文文化化交交流流すするる
ここととががででききたた。。いいつつかか絶絶対対にに会会いいたたいい！！」」 
「「自自分分がが言言いいたたいいとと思思っったたここととははななんんででもも言言ううべべききだだとと思思
っったた。。『『相相手手にに伝伝ええらられれるるかか不不安安』』『『伝伝わわららななかかっったたらら恥恥ずず
かかししいいかからら意意見見をを言言わわなないい』』とといいうう考考ええははももっったたいいなないいとと
思思っったた。。英英語語がが話話せせなないい僕僕ででもも１１時時間間半半ももココミミュュニニケケーーシシ
ョョンンをを取取れれたたののでで意意見見やや質質問問のの大大切切ささががわわかかっったた。。」」 

(3) Online Discussion 
期日：令和４年４月（予定） 
会場：本校協働学習室 
この後、次年度の４月にオンラインディスカッション

を行う予定である。テーマは①SDGs12「つくる責任、

つかう責任」から、お互いの町の取り組みについて、②

お互いの町についての紹介、③ロシアのウクライナ侵攻

におけるドイツの状況 などを予定している。現在、お互

いの町を案内するビデオを作成したり、プレゼントを送

りあったりと準備を進めているところである。これまで

の学びのアウトプ

ットと、ドイツの高

校生との意見交換

が英語で円滑に行

えるように準備を

進めている。 
 
 

代代替替事事業業③③  徳徳島島県県上上勝勝町町研研修修（（オオンンラライインン）） 
期日：令和4 年1 月17 日（月） 
講師：野々山聡氏（合同会社パンゲアCEO） 

 

徳島県上勝町は、持続的な循環型社会を目指し、2020
年までにゼロウェイスト達成を公約に掲げてきた。同町

はゴミを 45 分別することで既に再資源化を 8 割達成し

ているが、その目標に向けてはゴミを処理する側の体制

だけではなく、製品の供給側の意識や、生産・販売・消

費の関係、ひいては私たちの暮らし方そのものを考え直

すことが必要になる。  
昨年度に続いて、国内代替

研修として徳島県上勝町を

訪問する予定だったが、新型

コロナウイルス感染拡大の

状況を鑑み、中止となった。

ここでは、訪問予定だった頃

に事前研修としてオンラインで行った内容を記す。 
(1) ゼロウェイストセンターについて 
徳島県上勝町にあるゼロウェイストセンターは、町内
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唯一のゴミ収集所である。上勝町はゴミ収集車がなく、

住民が直接ゴミを持ち寄りその場で分別する。それぞれ

のゴミや資源の行き先やその後、１kg あたりの処理にか

かる金額も明示してあり、捨てる側も意識をするように

なるという仕組みである。センターに併設されている宿

泊施設「HOTEL WHY」ではゴミゼロ生活を体験できる。

今回、体験はできなかったものの、様々な取り組みを知

り、サーキュラーエコノミー（循環型経済）と、コラボ

ティブエコノミー（共同経済）の両側面が実現されてい

る場所から、これからあるべき町の姿としてのヒントを

いただいた。 
 

(2) 株式会社いろどりの「葉っぱビジネス」について 
上勝町は、人口が約1,700 人、町の面積の86%が山林

である。さらに 65 歳以上の高齢者の割合が人口の半分

を占め、県下でもっとも高齢化比率が高い町である。そ

こで、高齢者が里山の葉っぱや花を収穫し、料理の「つ

ま」として出荷する「葉っぱビジネス」で生き生きと働

き、年間 2 億円以上を売り上げている。町の高齢化や、

自然豊かな町という点において双葉郡と共通する部分が

多く、どうすれば地域住民が生き生きと暮らし、若者が

戻りたくなる町になるのか考えた。 
生徒達は事前に第一原理について予習をして今回の

研修に臨んだ。第一原理とは、基本的前提のことである。

上勝町と広野町の共通点として、豊かな自然が挙がった。

この第一原理を魅力に変えていくには環境リテラシーが

大切である。地域の資源を自分で分析し、理解した上で、

それを使ってどのように地域の魅力を発信するかという

ことが大事であるという言葉は、これから探究に進む生

徒達にとって大きなヒントとなった。生徒達は研修を通

して広野町の第一原理を見つけ、それを活かすプロジェ

クトを考え、上勝町民に発表する予定であった。今後の

探究活動に期待したい。 

 
 

代代替替事事業業④④ NPO 法法人人 ザザ・・ピピーーププルルででのの研研修修 
 

講師：吉田恵美子氏（NPO 法人ザ・ピープル 理事長） 
((11)) 校内事前研修  

期日：令和4 年2 月28 日（月） 
3 月21 日（月）イベントでの研修 

「特定非営利活動法人ザ･ピープル」は、1990 年いわき

市内で設立された団体である。身近な生活環境の問題の

ひとつであるゴミ問題の解決に向けて、古着のリサイク

ル活動に1992 年から取り組んでいる。 

今回、吉田氏を講師に迎え、古着に着目したゴミ問題

についての研修を行った。古着などの繊維製品のリサイ

クル率は全国平均で20％にも満たない。ザ・ピープルで

は古着リサイクル事業を行っており、現在90％以上のリ

サイクル率を達成し

ているという。この

活動をいわき地域内

に留めることなく、

他地域にも広く共有

し、古着をゴミとし

て燃やさない社会に

変えることが目標で

ある。 
((22)) ザ・ピープル 諏訪倉庫での実習 

期日：令和4 年3 月12 日（土） 
実際にザ・ピープルの倉庫を訪れ、古着の仕分けのボ 

ランティアを行った。県内の古着回収 BOX から集めら

れた衣類を、様々な用途に分類していった。倉庫内の衣

類の量に衝撃を受けたが、まだ使える衣類が多く、生徒

達は普段自分達が身に付けている衣類から大切に長く着

ることの大切さを学んだ。ファストファッションが流行

っている一方で、それ

らの衣類を低賃金で

作っている発展途上

国の人達がいること、

我々にとってはゴミ

でも、他国の人にとっ

てはまだまだ着るこ

とができる貴重な衣

類であることを知っ

た。 
((33)) 「衣」と「食」について考える SDGｓカードゲーム体験会  

へへのの参参加加  

期日：令和4 年3 月21 日（月） 
吉田氏が新たに立ち上げた「フード＆クロージングバ

ンク事業」の PR イベントに参加した。古着リサイクル

事業の他に、震災後の新たな地域課題となりつつある生

活困窮者支援の目的でス

タートしたフードバンク

事業を組み合わせた事業

で、地域内で生活困窮に悩

む方を「衣」と「食」の両

面で支える仕組みづくり

を目指している。循環型社

会をテーマとする古い着物を活用したステージショー等

に加えて、2030SDGs カードゲームの体験を通してみん

なで「衣」や「食」の在り方を考えた。 
カードゲームでは、他の参加者達とコミュニケーショ

ンを取りながら、経済・環境・社会をバランス良く成長

させていくことの難しさを体験した。展示コーナーでは、

市民から回収した古着を服飾専門学生が新たにリメイク

した衣装が展示されていた。ファッションに関心のある

生徒が熱心にデザイナーに質問し、探究活動のヒントを
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もらっていた。吉田氏のご厚意により、最後のショーに

も特別出演させていただき、出演者の皆さんとステージ

で踊り会場を盛り上げた。 
 

代代替替事事業業➄➄ 国国際際理理解解教教育育××哲哲学学対対話話 
 ロシアが 2 月 24 日にウクライナに侵攻し、戦争が始

まった。Ernst Mach Gymnasium校と連絡を取り合う中

で、ドイツにもすでにウクライナからの難民が流れてき

ていること知った。生徒達も、隣の隣で起きている戦争

に胸を痛めているが、やはり戦争を知らない世代である

ため、何が起きているのか知りたいということで勉強会

を開いたそうだ。そこで、オンライン交流の際にドイツ

の高校生とウクライナ問題について意見交換をすること

にして、我々もまずは対話による勉強会を開いた。 
 

(1) 世界史教員による哲学対話 
期日：令和4 年3 月16 日（水） 
事前に宿題として、ウクライナに関する問いを１人50

個考えてきた。生徒達からは以下のような問いが出た。 
 

なぜ戦争を続けるのか？ 日本が巻き込まれる可能性はあるのか？  
中国はなぜ沈黙しているのか？ ロシアは戦争のルールを守ってい
るのか？ なぜロシアは制空権を奪いに行かないのか？ 戦争後、ウ
クライナが復興するのに何年かかるか？ ロシアのメディアはどの
ような報道をしているのか？ なぜロシア軍はチェルノブイリ原発
を抑えているのか？ ロシアは核兵器を使う可能性が本当にあるの
か？ 日本がウクライナに防弾チョッキを提供することは憲法違反
にならないのか？ 日本の報道の仕方は本当に公正なのか？ 

 

今回の課題「問いづくり」で生徒達が出した600 の質

問から、調べれば答えが出るものを除き、話し合いたい

本質的な問いを選んだ。 
ロシア国内でのプーチン支持者に年配者が多く、若者

が少ないことが、情報の入手方法の差から来ているので

はないかという意見から、メディアリテラシーの話にま

で話が及んだ。現在ロシアやウクライナでインターネッ

トが遮断されている箇所があるという情報を受け、ネッ

トワークが遮断されるとどうなるのか想像した。世界か

ら見て、現在ロシアが情報鎖国になっているという話か

ら、高遠菜穂子氏が講演で仰っていた「日本は情報鎖国」

という言葉と繋げて、日本はどうなのだろう？という話

にもなった。また、歴史の上で独裁者を生んだ過去があ

るドイツ人はロシアのことを複雑な思いで見ているの

ではないか。自分の立場をはっきりさせずに中立でいる

ことは果たして本当に良いことなのか等、オンライン交

流会で是非ドイツの高校生と話し合いたい話題がたく

さん出た。 
 

(2) 高遠菜穂子氏との哲学対話 
期日：令和4 年3 月20 日（日）オンライン 
「なぜ戦争は起きるのか？なぜ止められないのか？」 
① 講義「国民は望んでいないのになぜ政治家は戦争を

するの？」柳澤協二氏（元内閣官房副長官補） 
② 講義「国連や国際法では戦争は止められないの？」 

伊藤和子氏（弁護士/ヒューマンライツナウ事務局長） 
③ BOR を使った哲学対話  

講師：神戸和佳子（北陸大学経済経営学部講師） 

 本校１年次の国際

理解教育において、毎

年ご講演いただいて

いる高遠菜穂子氏に

よるオンラインでの

哲学対話イベントに

参加した。 

 Inputとしての講義を聴いた後、イラク戦争を知らな

い世代である10代の参加者の他に、世界中の様々な年

齢・立場の方も交えて哲学対話を行った。 

【生徒感想】 
・「なぜ戦争がやめられないのか」というテーマで対話をした。主
に、①罰則規定が弱いから、②戦争のイメージが持ちにくいから、
③人々が強い国家を求めるから、という話になった。また、見過ご
されている人権侵害や戦争について考えていきたい。ウクライナ
情勢が深刻化してから、それまで騒がれていたタリバン政権や中
国のウイグル自治区の問題等について考える機会がなくなってし
まった。1つの問題だけに目を向けるのではなく、世界で起きてい
るどの問題にむけてもアンテナを広げていきたい。 
・「自分家族や身近な人が殺された場合、武器を持って闘うか」と
いう議題で対話をした。自分だったら善悪の判断がつかなくなって
きっと報復をしようとしてしまうと思い、「闘う」を選択した。様々
な人の考えを聞くなかで、自分がそうなってしまったとき、こうい
う人達に止めてほしいとも思った。また、自分がそうなってしまっ
た人達を止められる人間になりたいとも思った。それができるのが
理性なのではないか。そしてその理性は本を読んだり勉強をしたり
対話をすることで身につけられるのではないか」 

最後に生徒の心に深く刺さった高遠氏のメッセージ

は以下である。「「米米兵兵ややイイララククのの武武装装ししたた兵兵士士ここそそがが戦戦争争
のの被被害害者者ででああるる。。自自分分もも同同じじ立立場場ににななっったた時時、、人人をを殺殺ささずず
にに自自分分をを止止めめらられれるるののかか。。自自分分はは自自分分ののここととをを平平和和主主義義者者
だだとと信信じじたたいいがが、、私私のの中中ににももそそうういいうう残残虐虐性性をを持持っってていいてて、、
自自分分はは反反射射的的にに人人をを殺殺ししててししままううかかももししれれなないい。。そそれれをを強強
くく自自覚覚すするるここととでで私私はは武武器器をを持持たたなないい選選択択ををししたたいい。。『『私私はは
違違うう』』ととはは絶絶対対にに言言いい切切れれなないい。。ななぜぜここのの人人ははそそのの選選択択をを
ししててししままっったたののかかとといいううここととをを考考ええるる。。そそれれがが私私ががここれれまま
ででのの経経験験かからら学学んんだだここととででああるる。。」」 
 

(3) 成成果果とと課課題題 
コロナの影響により2 年連続で渡航が叶わず、生徒達

の大きな学びのチャンスを失ってしまった。しかし、同

じ目的の下、国内代替研修に置き換えて実施することが

できたことについて、感謝申し上げたい。 
国際交流の第一歩は、自分の国や地域のことを積極的

に情報発信することである。しかしながら、毎年、基礎

知識のインプットと英語力の向上については課題がある。

国際理解教育の高遠氏も述べていたが、知識不足や表面

的な情報だけで何かを意見することは、新たな対立や分

断を生んでしまう。今後も双葉郡の高校生として、分断

や対立・差別や偏見と闘うべく情報発信を行っていくた

めには、正しい情報リテラシーが必要である。 
今回、様々なご協力の下生徒達は沢山のインプットが

できた。4 月に最後のドイツとのオンライン交流を控え

ているが、ドイツの高校生と学びを共有し、意見を交換

することで視野を広げ、難しい問いの中にあっても対話

を諦めない人材育成の要となる研修としていきたい。
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２２．．４４．．２２  ニニュューーヨヨーークク研研修修代代替替研研修修  

 
 本校が SGH 指定校であった期間から続く本事業は、新型コロナ感染拡大に伴い中止や代替を余儀なくされて

いる。SGH 指定最終年度となった一昨年度(本校4期生)およびグローカル型初年度の昨年度(本校5 期生)、そし

て今年度(本校 6 期生)も渡航を断念した。このような状況であっても、グローカル型事業目標に立ち戻り、国内

にいながら学習成果を最大限担保できる機会として、ブリティッシュヒルズ語学研修・留学生向け浜通りツアー・

UNIS-UN2022（オンライン）・UN職員とのディスカッション（オンライン、来年度予定）を実施した。 
 

（（１１））チチーームムビビルルデディィンンググ  

 本研修は、教員主体の語学研修や、探究活動の広報活

動とは異なる。地球市民としての生徒たちが、能動的市

民性を大いに高め、地域や世界に貢献していくために生

徒主体で進めるプロジェクトである。 

本研修のミッションを自覚し、国際社会で提言をした

いという意志を持った12名の生徒たちが選抜される。原

子力災害からの復興にかかわる自分たちが、世界の人々

とともによりよい未来を目指すためには、どのような相

手と議論をし、どのように提言をすべきかから生徒たち

は議論を重ねる。研修前後には積極的に地域と学校に学

びの成果を還元する。 

参加者 12 名を選抜する際には、以上の観点を踏まえ

た内容および自分の探究と地域・世界とのつながりにつ

いての志望理由書を重要視し選抜した。 

また、今年度は、渡航断念になった場合には、外国人

に双葉郡地域を案内するという企画に切り替えることを

想定しており、結果的にそのようになった。 

 

（（２２））実実施施内内容容①①（（ブブリリテティィッッシシュュヒヒルルズズ研研修修））  

期日：令和4年1月5日(水)～1月7日(金) 

 県内にあるブリティッシュヒルズ（福島県岩瀬郡天栄

村）は、語学研修を中心とした英語のイマージョンプロ

グラムを提供しており、プレゼンテーションや議論を行

う研修としては最適である。本研修では特に、建設的に

議論を進める方法や重要表現と、効果的なプレゼンテー

ション方法および質疑応答の仕方について学んだ。 

本研修は英語の運用能力を高めるためという要素が

強いが、今後の留学生との交流、UN職員とのディスカッ

ションにも繋げられるよう、一方的なプレゼンテーショ

ンではなく、それに基づいた相手からの質疑応答および

議論も効果的にできることを最終目標とした。実際、本

研修の最終日に行うPublic Presentationsでは、例年だ

と発表することに留まるが、今回は質疑応答を充実させ

ること、また発表に基づいた議論の題材を聴衆側に投げ

かけさせることで、一方通行ではなく、発表者と参加者

とが意見を言い合える場を作ることができ、結果的に議

論のファシリテーションをも英語で行う力も育成するこ

とに繋がった。 

 

（（３３））実実施施内内容容②②（（留留学学生生向向けけ浜浜通通りりツツアアーー））  

期日：令和4年3月7日(月)～3月10日(木) 

 NYへの渡航が断念された時、外国人向けに双葉郡ツア

ー（当初の仮称）を生徒が立案・企画・実施し、双葉郡

の抱える課題を英語で説明するという研修に切り替えた。

本校設立の経緯および双葉郡が依然として抱える諸問題

について理解を深めるとともに、英語による説明により

プレゼンテーション能力の醸成および、その後の

UNIS-UNやUN職員との議論にもつながると考えたためで

ある。 

 今回の対象は、APU立命館アジア太平洋大学（大分県）

の留学生（国籍：中国・タイ・ベトナム・ウズベキスタ

ン・パキスタン・バングラデシュ・パレスチナ・ウガン

ダ・オーストラリア）で、本校併設の中学校が修学旅行

で交流のため訪問する予定であったが、コロナのまん延

防止措置により叶わなかった背景もある。 

 この研修の実施に当たり、主に２つの事前研修を行っ

た。 

※事前研修① 文献の輪読会 

 何のためにツアーを企画するのか等のコンセプトを決

めるにあたり、参考とするのに相応しいと考える文献を

提供した。 

ブレイディみかこ『他者の靴を履く』 

小松理虔『新復興論』 

ブレイディみかこ『ぼくはイエローでホワイトで、ち

ょっとブルー』 

小手鞠るい『ある晴れた夏の朝』 

このうち、上の２冊を役割分担による輪読を行い、UNデ

ィスカッションでも重要となる「共生」という観点を深

めた。残り２冊は推薦図書扱いとした。 
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※事前研修② 協力者への取材を含めた下見 

 ツアーの実施およびその説明にあたり、どのような場

所でどのような内容を伝えるのかを、生徒自身の目線で

事前の下見を行った。参加者の中には双葉郡や相馬市出

身がいるが、震災当時は幼稚園の年長で記憶もあいまい

であり、また大半を占めるいわき市出身は、双葉郡のこ

とについてそもそも知らない現状があり、綿密な下見が

必要であった。 

その際大事にしたのが、地域の地理・現状等に詳しい

人物への取材である。自らが留学生に説明するという立

場を想定して、現地の事情に詳しい人の話をどのように

表現すればいいのか考えることで、その地域についての

理解を深めることができるからである。 

以上のような事前研修を踏まえ、本研修は以下のよう

な行程で行った。 

〇１日目（3/7 月） 

東日本大震災による複合的震災の象徴である浪江町

の請戸小学校を訪れ、その被害や課題を英語で説明を

行った。 

その後、楢葉町にある地域交流センターのならは

CANvasにて、留学生と本校生がゲーム等を通じて親睦

を深めた。 

〇２日目（3/8 火） 

朝は本校高校生と一緒に登校した後、中学生の探究

発表を聴講し、お互いの親睦を深めた。 

その後、帰還困難区域に指定されている大熊町を訪

れ、時が止まった建物や中間貯蔵施設を見学した。 

午後は、野馬追を体験するため、南相馬市の銘醸館

で戦国時代の足軽や武将に扮し、練り歩いた。 

〇３日目（3/9 水） 

朝は富岡アーカイブミュージアムで、原発が誘致さ

れる前の町の様子や、原発設置後や原発事故について

学んだ。 

その後、双葉町を訪れ駅や伝承館周辺の様々なアー

トを見学し、それに込められた想いについて考えた。 

お昼は、川内村のかわうちの湯で地元特産物を堪能

し、天山文庫では伝統的な茅葺屋根の建物の造りなど

日本文化の深さについて学んだ。 

最後の行程として、楢葉町の天神岬で東日本大震災

の犠牲者に追悼の祈りを捧げた。 

〇４日目（3/10 木） 

最終日は、これまでの行程を振り返り、「観光業」「ビ

ジネス」「SNS」「雇用」という観点で双葉郡に足りな

いものについて議論し、閉会となった。 

（（４４））実実施施内内容容③③（（UUNNIISS--UUNN22002222  オオンンラライインン参参加加））  

期日：令和4年3月24日(木)～3月26日(土) 

今年度のUNIS（国連国際学校）もオンライン参加とな

った。例年はニューヨークにある国連本部で、国連職員

の子どもたちが通う学校であるUNIS-UNの生徒や世界各

地から集まる高校生徒と一緒に、世界が抱える諸問題に

ついて議論する予定であった。オンラインでの参加とは

なったが、講演・ディベート・ワークショップと形式が

豊富であったのと、オンライン会議のブレイクアウトル

ームを多用し、発言がしやすい環境であったため、発言・

質問を積極的に行った。 

 

今年度のテーマ：Food for Thought：A Sustainable 

Approach to Food Security 

ディベート議題 

Motion 1:“The fast-food industry has had positive 

effects on reducing food insecurity.” 

（ファーストフード産業は食糧不足問題に良い効果

をもたらすか） 

Motion 2:“Food secure nations have the 

responsibility to provide food for undernourished 

populations.” 

（食糧安定国家は栄養不足の人々に食糧を与える義

務がある） 

ゲストスピーカー 

Seth Goldman：Honest Tea、Eat the Change や PLNT 

Burgerの創設者で植物ベースの料理を提供する。 

Esther Penunia：アジア農民協会（AFA）の事務局長

で、小規模な家族農園経営の支援を行う。 

Abby Maxman：Oxfam AmericaのCEO。世界の貧困と不

正をなくすための人道支援と開発を行う。 

Mary Ellen McGroarty：アフガニスタンの世界食糧計

画(WFP)で、食糧援助を行う。 

Mai Thin Yu Mon：ミャンマーの権利活動家として、

先住民の土地と天然資源の尊重と保護にあたる。 

ワークショップ（参加したもののみ） 

Diet Culture and Body Image, Evolving innovation 

and food, Business pitch Simulation, Jeopardy, 

United Nations Virtual Tour, Bagels: Nurturing New 

York, Sustainable Innovation in Urban Agriculture, 

Latin American Food as Art, Food and Climate Change 
Role Play 
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（（５５））実実施施内内容容④④（（UUNN職職員員ととのの議議論論オオンンラライインン参参加加））  

期日：令和4年5月21日(土)予定 

 新型コロナウイルス対策に係るまん延防止措置が実施

直前まで延長され、浜通りツアーの準備等にかなりの時

間を要したこと、および、浜通りツアーやそれに参加し

た留学生の感想等を元に、地域・世界が抱える問題にど

のように対処していくべきかについての議論を十分に振

り返り、今後の探究学習等に生かしていくため、年度内

の実施を見送り、改めて来年度5月に実施する事とした。 

 

（（６６））成成果果とと課課題題  

チームビルディング 

今回のチーム編成に当たっては、いわゆる「フリーラ

イダー」を作らないよう、誰もが責任ある立場から物事

を進めたいという観点から、議論をまとめる司会の輪番

制、参考文献の輪読の割振り・プレゼン、各自の探究内

容の英語プレゼンの深化等により、チームとは言えまず

は個々のスキルアップの重点を置いた。英語力の不安を

感じる生徒もいたため、朝・昼・放課後の時間をうまく

活用し、個別指導に当たった。 

しかし、英語力には差があり下位の生徒の練習にかな

りの時間と労力を費やした。普段の授業がどれだけ大切

かを思い知らされた。普段の授業において、プレゼンテ

ーションやそれに基づいた質疑応答の言語活動のやり取

りをすることの重要性を感じた。ふたば未来学園らしく、

その場しのぎではない英語力を醸成するカリキュラムが、

普段の授業の中で求められていると感じた。 

 

ブリティッシュヒルズ研修 

 主に英語の運用能力を高めるためのプログラムであっ

たが、単に提供されるプログラムをこなせばいいという

考えにならないよう、本研修での最終目標を「自分の探

究内容を英語で発表し、それへの質疑応答を行い、それ

に基づいたトピックによる聴衆と議論をする」と設定し

たこと。これにより、発表前日は夜遅くまで原稿書き・

発音練習等の準備に勤しんでいた。また、「聴衆との議論」

を大切にすることで、一方通行ではない、本物の英語力

が問われるため、苦労した生徒も多かったが、今後の英

語学習への大きな動機付けとなった。 

 

留学生向け浜通りツアー 

 代替研修の目玉である本研修は、「いかにして福島の問

題を『共事化』（小松理虔氏の造語。「共感」と同義）で

きるか」というコンセプトのもと、双葉郡など浜通り地

区の光（魅力）と影（課題）を体験によって感じてもら

うというものだった。昨年度のUNDPの岸守氏の指摘にも

あったように、例年のような単に発信するだけでなく、

実際のアクションによる発信が求められていた。 

 そのような折、本校中学校が修学旅行先としていた（新

型コロナの影響で断念）APU 立命館アジア太平洋大学の

留学生から福島を訪問したいという打診があり、多国籍

を背景とする方々にとって浜通りの光と影がどのように

映るかを実践検証するのに格好の機会だと捉えた。 

 ツアー中の留学生の反応は驚きの連続であった。まず、

影の部分では複合的災害（地震・津波・原発事故）の象

徴としての請戸小学校、帰還困難区域の中で当時のまま

の熊町小学校、人の住んでいない廃墟、広大な中間貯蔵

施設など、まだまだ課題が山積している状況を目の当た

りにして、「私の知っている日本ではない」という言葉が

印象的であった。 

 また、光の部分では、浜通り地方の食の豊かさ、野馬

追の追体験としての甲冑仮装、日本伝統文化の奥深さな

ど思ったよりも留学生の関心は高かった。 

 しかし、その場の楽しさを単なる楽しさで終わらせる

のではなく、今回のツアー全体の中で福島の課題を提示

するのにその楽しさがどう作用したのかを分析する必要

がある。特に、福島と世界の課題との結び付けにおいて

本校探究学習はいまだに発展途上のため、本ツアーを今

後どう探究学習に生かしていくかが大変重要になる。こ

の点については令和4年度5月に行われるUN職員との議

論において本校生徒が作成するプレゼンテーションに組

み込む予定である。 

 

2022 UNIS-UN会議オンライン参加 

 今年度もオンライン参加となったが、ブレイクアウト

ルームの多用で、講義・ディベート・ワークショップ等

の各活動において、発言や質問がしやすくなった。その

ためか、日を追うごとに発言・質問の回数が増え、議論

に参加しようという姿勢が見られた。また、基調講演と

なるゲストスピーカーによる講義についても、前半は受

け身になっていたが、質問を全体で取り上げて欲しいと

いう一心で、後半では講義に備えるために、ゲストスピ

ーカーについて調べ、それを全体で共有し、候補となる

質問を考える等の準備を行った。講義の本番では、その

努力が報われ質問を取り上げられたことで、改めて講義

についての事前準備がどれだけ大切かを実感したようで

ある。 
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２．４．３ 広島研修 

 広島研修では、原爆被害からの復興と平和に向けた取り組みについて学習するとともに、広島県の高校生との

交流を通して、双葉郡の課題を国内の他地区の課題と重ねながら、課題の本質を探る機会とした。 
 初日は原爆ドームと平和記念公園を見学した後、広島県立広島国泰寺高校においてエネルギー問題について意

見交換を行った。二日目は、旧陸軍被服支廠、広島平和記念資料館を見学した後、被爆体験講話、広島市立舟入

高校原爆劇鑑賞を行った。３日目は世界遺産厳島神社のある宮島を見学し、帰路についた。 
 

（１）日程・参加生徒 

 10月に募集を行い、事前研修を経て12月10～12日の

２泊３日で研修を行った。生徒は２年次14名参加（男子

４、女子10）。 

 

（２）実施内容 

 事前研修として、早稲田大学ふくしま広野未来創造リ

サーチセンター主催のシンポジウム「広島原爆ドームの

世界遺産登録と１F 廃炉の将来像を考える」にオンライ

ンで参加した。広島平和記念資料館の元館長の原田浩さ

んによる講演や同学芸課職員の菊楽忍さんの発表は、広

島への原爆投下の状況や、戦後の原爆ドームの世界遺産

登録に向けた動きなどを詳細に伝えるもので、広島訪問

前に戦争・原爆・遺構ついての基礎知識が得ることがで

きた。 

 初日は広島到着後すぐに、原爆ド

ームをはじめ、平和記念公園内を見

学した。同級生の協力を得て作った

折り鶴の献納も行った。その後、広島

県立広島国泰寺高校へ移動し、生徒

交流と意見交換を行った。 

生徒の感想… 

・他校の高校生同士で日本の社会問題について対話する

ことで、色々な視点を知ることができたり、高校生なら

ではの考えもたくさん話したりできた。 

・日本の 10 年後、20 年後を創っていくのは自分たちの

世代だと思う。 

・今大人が私たちの未来について考えて、エネルギー問

題についても考えてくれている。私達もエネルギー問題

について考えた方がいい。 

 二日目は朝に旧陸軍被服支廠を見学した。シンポジウ

ムで知り合った多賀俊介さんにガイドを引き受けていた

だき、広島市内をバスで移動する途中も各所にて戦時の

状況等について案内していただいた。その後、広島平和

記念資料館を見学し、追悼平和祈念館にて山本玲子さん

による被爆体験講話を伺った。午後は、広島市立舟入高

校を訪ね、演劇部による「ケイショウ ～『ある晴れた

夏の朝』から考えたこと～」を鑑賞させていただいた

後、生徒交流を行った。夕食後は、舟入高校の前身であ

る広島市立高等女学校（市女）の職員・生徒で原爆の犠

牲となった方々を慰霊するため、ホテルのそばに立つ広

島市立高女原爆慰霊碑を訪ね、手を合わせた。 

生徒感想… 

・この場所だけ時間が止まっていて、現代から被爆当時

のことを想像させてくれる。何人もの人たちが助けを求

めてやってきて亡くなった場所、爆風から身を守ってく

れた場所…、色々な思いが詰まっていた。 

・当時幼かった後輩たちには震災の記憶がないが、広島

の若者のように、体験者の記憶を言葉で聞き、表現し、

受け継いでいく、「語り手の語り手」になることはできる。 

・劇中の「原爆投下について肯定派でも、否定派でも、

考えるのをやめないでください」というセリフが印象に

残った。原子力発電所や処理水海洋放出への賛否につい

ても同様で、他人事と思ってしまうのが一番いけない。 

 ホテルでは一日ごとに研修の学びについてグループで

振り返りを行った。自分では言葉にできなかった思いが

他人の言葉を聞くことで言語化できるようになったり、

研修中に感じたモヤモヤを徹底的に議論することで少し

ずつはっきりさせることができるようになったりと、充

実した対話の時間となった。平和、伝承などについて、

一人ひとりが自分の思いを言葉にできるようになったの

は大きな収穫であった。三日目は宮島を見学した。 

 後日、広島国泰寺高等学校の皆さんと、「原子力エネル

ギーを今後どう活用していくかをともに考える」をテー

マにオンラインで意見交換を行った。 

 研修成果の報告の機会として、第9回ふくしま学

（楽）会に参加し、代表生徒３名が研修での学びを報告

した。 
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２２．．５５  発発表表・・交交流流  

ここでは外部団体が主催する発表会への参加や他校

との交流についてまとめる。 

 

２２．．５５．．１１    ふふくくししまま学学（（楽楽））会会おおよよびび関関連連学学会会  

 ふくしま学（楽）会は早稲田大学ふくしま広野未来創

造リサーチセンターが主催する学会である。世代を超え

て、地域を超えて、分野を超えて、福島の復興について

考える場として毎回多くの方が参加している。今年度も

昨年度同様にオンラインで２回実施された。 

① 第８回ふくしま学（楽）会（7月25日（日）） 

今回のテーマは「福島の教訓を考える：福島から学ぶこ

とは何か」をテーマとして、震災から10年の節目の意味

について議論をした。第7回の発表(2021年1月)からさ

らに探究を進めた生徒がその進捗状況や考察について

「マイクラでつくる双葉郡」「エネルギーからエコロジー

へ：シビックプライドを形成する環境事業」というテー

マで3年生の6名が発表を行った。 

 

② 第９回ふくしま学（楽）会（１月３０日（日）） 

 第 9 回では１F 廃炉の先とこれからの対話をテーマと

して、本校の広島研修に行った生徒が「広島視察を通じ

て学んだこと」というテーマで研修の成果を発表した。

また、第2部の「福島の経験を学び、語り継ぐ枠組みを

考える」では早稲田大学の学生との交流を行った社会起

業部の生徒から「中高生と大学生との対話の報告」の発

表があった。高校 2 年生を中心に参加した 12 名の生徒

たちは、オンラインでのブレイクアウトセッションでも

大人の参加者に負けないような対話を繰り広げた。 

 

早稲田大学ふくしま広野未来リサーチセンター関連行事

として、以下の行事にも生徒が参加した。 

 

③ シンポジウム「福島復興と国際教育研究拠点に関する

地域対話」（7月4日(日)） 

 国際教育復興拠点の第5分野「原子力災害に関するデ

ータや知見の集積・発信」をテーマに本校の中高生18名

を含む 95 名の参加者がオンラインでのシンポジウムに

参加した。また、3 名の生徒が「ふたば未来学園から：

国際教育研究拠点の第 5 研究分野をめぐって」という

テーマで発表を行い、学校にいる生徒とオンラインで参

加している一般参加者との対話を行った。 

 参加した本校の中学校の生徒から国際教育研究拠点に

ついて「地域との関係が深くなければ、地域住民の信頼

や協力は得られない。小中高生との連携も大事であり、

地元の中学生や高校生が参加するだけでなく、他の地域

の中高生も参加し様々なディスカッションができる場と

なったら良い」という発言があったことが印象的である。 

④ シンポジウム「広島原爆ドームの世界遺産登録と 1F 

廃炉の将来像を考える」(11月14日(日))  

 第８回ふくしま学（楽）会で地域の方から1Fを負の遺

産として捉えるのではなく、福島復興の象徴として1F世

界遺産（文化遺産）登録を行うための最初の取り組みと

して、このシンポジウムがオンラインで開かれた。本校

からは広島研修に参加する生徒 12 名が事前研修の位置

づけとして本シンポジウムに参加した。 

 

また、本校教員2名もパネラーとして参加した。元広島

平和記念資料館の館長を務められた原田浩さんによる

「原爆ドームの世界遺産登録と広島市ピースツーリズム」

という講演は、広島と福島という原子力災害に見舞われ

た二つの都市を繋げて考えるための示唆に満ちたものだ

った。 

 ふくしま学（楽）会は本気で地域課題に取り組む大人

たちと共に議論きる貴重な機会である。また、生徒のテ

ーマについて継続的にアドバイスをいただく人脈を築く

場としても機能しているため、今後も活用したい。 
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２２．．５５．．２２  ふふるるささとと創創造造学学ササミミッットト  

 

（（１１））「「ふふるるささとと創創造造学学ササミミッットト」」ににつついいてて  

 双葉郡8町村内の各学校で行われている「ふるさと創

造学」の取り組みを共有し、子どもたちの学びの場とな

るのが「ふるさと創造学サミット」である。例年であれ

ば、地域間の交流を生み出すイベントとして盛大に開催

されるが、コロナ感染症対策のために今年度もオンライ

ンにて実施された。 

（（２２））実実施施内内容容  

本校からは、チアで双葉郡を元気にする「Let’s cheer 

up ふたば!!」というプロジェクトを行っている高校２

年生の生徒が代表として発表を行った。中学生は「双葉

郡の魅力の発見・発

信」というテーマで

発表を行った。オン

ライン上でも積極

的に意見交換を行

う様子が見られ、双

方の学びになった

と考えられる。 

 また、全体企画では、福島県国際交流協会の吾妻久先

生による「中高生のためのＳＤＧｓ」というワークショ

ップに参加し、“World Shift”について考えを深めた。

社会の課題や理想の未来を言語化できずに悩んでいた生

徒も、自分たちの

身近な生活に視点

を置くことで、持

続可能で平和な世

界へのシフトを宣

言できるようにな

った。 

  

（（３３））成成果果とと課課題題  

本サミットは双葉郡内の小中学生と高校生とが交流

できる貴重な場である。オンラインという限られた環境

であったが、双葉郡で学ぶ児童生徒達が、お互いにどの

ようなことに取り組んでいるのかを共有できるきっかけ

となった。 

その一方で、貴重な交流の場を活かしきれていないと

いう声も挙がった。学びの成果を発表したり意見を交換

したりするだけでなく、学校を超えて、町村を超えての

協働が今以上に促進されれば、より有意義なサミットに

なることが予想される。 

２２．．５５．．３３  福福島島県県高高校校生生社社会会貢貢献献活活動動ココンンテテスストト  

 

本コンテストは、地域の課題解決に向けた創造的復興

教育を目的として、福島県教育委員会の主催で震災以降

毎年行われている。各学校が探究活動を推進する一つの

インセンティブとしての位置づけもあり、最優秀賞を受

賞すると県知事への訪問という機会も与えられる。本校

では令和元年度から本コンテストの積極的な活用を呼び

かけており、今年度も希望のあった以下の３件を応募し

た。 

 

このうち、書類選考に応募した３件が最終選考に選抜さ

れた。最終選考会は10月3日（日）、自治会館（福島市）

で行われ、県内の12件のプレゼンテーション、質疑応答

が行われた。なお、例年よりもコンテストの実施時期が

2 か月早まり、進路活動が忙しくなる時期にコンテスト

の準備が重なることとなった。 

 審査の結果、以下のような結果となった。 

 

＜優秀賞＞3プロジェクト 

・ふたば未来学園高校  

社会起業部 

 活動名：今とみらいを 

つなぐ語り部活動 

・ふたば未来学園高校  

メディアコミュニケー 

ション探究ゼミ 

ふたばメディアグループ 

活動名：ふたばメディア 

 

 

＜入選＞8プロジェクト 

・ふたば未来学園高校  

原子力防災班ゼミ 

活動名：Future Quest 

～ふたばの魅力を探究する 

 

となった。令和元年度より本コンテストに参加し、過去

2 年連続で最優秀賞を獲得してきた。このコンテスト以

外にも様々なコンテストがあるため、今後は年間計画を

見ながら、長期的な視点で低学年からのコンテスト出場

を進めていく必要がある。 
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２２．．５５．．４４  ママイイププロロジジェェククトトアアワワーードド校校内内選選考考会会  

  

「マイプロジェクトアワード」は、高校生の探究活動、

マイプロジェクトなどを発表する日本最大級の学びの場

である（認定NPO法人カタリバ主催）。本校では、応募す

るプロジェクトの質を高め、あわせてプロジェクトから

の学びをより深める機会を設定するため、福島県summit

の校内予選という位置づけで校内選考会を実施した。校

内選考会の前には、応募者を対象に「事前ブラッシュア

ップ会」を開催し、学年の垣根を越えて、それぞれのプ

ロジェクト内容や発表に対してアドバイスをし合う機会

を設けた。アドバイスを受けて、自分の発表に磨きをか

けた上で、選考会当日を迎えた。本選考会には高校1年

生～3年生まで19件の応募があった。1年生から3件の

応募があり、早期に探究に取り組み自発的に探究活動を

行う生徒も見られた。 

審査はマイプロジェクトアワードの審査基準に則り、

アクションしていることを前提に、オーナーシップ、コ

クリエーション、ラーニングの観点で行った。 

実実施施日日：：令令和和３３年年1111月月2244・・2255日日（（水水・・木木））  

内容：発表、質疑応答、審査 

審査員：本校教員5名、カタリバ2名 

校内代表を選考する審査についてはかなり紛糾し、「生徒

たちのプロジェクトをどう評価するのか」「良いプロジェ

クトとはどのようなものか」など、審査員も改めて、探

究やマイプロジェクトの意義を考えるきっかけになった。

いずれも甲乙つけがたい発表であったが、最終的に福島

県summitに出場する校内代表の10件を決定した。 

 選考会という観点だけでなく、生徒同士の学びの機会

も設けることで、学年を超えて対話をし、様々な視点に

気づくことができたようだった。ここでの発表後、お互

いの活動に協力し合う様子も見られ、交流の契機となっ

たことが伺えた。 

 

２２．．５５．．５５  ママイイププロロジジェェククトトアアワワーードド福福島島県県ssuummmmiitt  

 

マイプロジェクトアワード福島県 summit は全国 summit

に向けた福島県予選として、今年度で2回目の開催とな

る「学びの場」である。本校から校内選考会によって選

出された9件が応募し、全員が書類選考を経てそのまま

参加した。 

実施日：令和4年１月9日（日）終日 

実施形態：オンライン 

発表数：60件 

本校からの発表テーマ 

〇私はカフェをつくる！！（1 年） 
〇居心地のいい学校を（2 年）  
〇Let's unify the AED mark（2 年） 
〇生理によりそう探究（2 年） 
〇誰一人取り残さない防災の世界（2 年） 
〇浜通り×聖地巡礼（2 年） 
〇双葉の新土産 「石けん石けん」（2年） 
〇Let's cheer up ふたば！！（2 年） 
〇人と人を繋ぐ場を（3 年） 

 
 本年度の福島県 summit は「学びの場」として実施さ

れ、審査に関しては後日提出する発表動画をもとに、全

国 Summit への選考を行う形であった。生徒達は分科会

に分かれ、自分のプロジェクトの発表を行った。福島県

ゆかりの専門家・実践者の方々や他校の生徒から、質問

やコメントをもらいながら、自身のテーマや活動の内容

について、分科会のメンバーと対話を行った。発表終了

後の振り返りでは、どのような気づきや学びがあったか

を言葉にするとともに、今後の活動をどうしていきたか

を考えた。普段は関わりのない大人や他校の生徒との交

流を通して、自分の活動の意義に気づき、今後の活動の

モチベーションアップにも繋がった。また、その結果、

Let's cheer up ふたば！！が全国サミットに選出された。 
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２２．．５５．．６６  全全国国高高校校生生フフォォーーララムム22002211  

 

本校では令和元年度まで SGH（スーパーグローバルハ

イスクール）に指定されており、そのSGHネットワーク

参加校として本フォーラムに参加した。特に、生徒が探

究において日常的に取り組んでいる地域の課題を全地球

的な観点で捉えるきっかけとして本フォーラムに参加し

た。 

実施日：令和３年１２月１９日（日）終日 

実施形態：オンライン 

発表者：久保田明日香、児玉花心 

発表テーマ：To Use AEDs Effectively - the first step to 
people’s proactive engagement in caring for each other’s 
healthcare – 
 

 今回のフォーラムは、発表内容の事前の動画撮影と当

日の交流会に分かれている。 

まず、発表内容については、地域の課題として医師不

足を取り上げ、医師や看護師といった医療の専門家でな

くても人命を大切にするためにできることは何かを考え、

身近にあるAEDに注目した。人々はAEDについては知っ

ているものの、自分の身近な場所のどこにAEDがあるの

か、それを常に意識して日々の生活を送っているのか、

という点に着目し、日常生活の中で人々がAEDの具体的

な設置個所が分かるように、AED の標示を目につく箇所

に設置するアクションを行った。その活動や調査を進め

るにあたり、WHO の掲げる Social Determinants of 

Health（健康の社会的決定要因）という考えや、アメリ

カのシアトルでは住民の救急救命講習率が高い等、住民

自ら自分たちの命を大事するという意識が高いという事

実に出会い、AED を地域に広めていくためのヒントとし

ていく、という内容を発表した。 

当日のフォーラムでは、大学教授や文科省の担当者の

方、他県の高校生から様々な感想・意見をもらったが、

特に「地元地域でのアクションはどのぐらい行っている

か」という質問によって、自分たちのアクションがまだ

実際の地域レベルで行われていないこと気づき、今後本

本格的に地域でのアクションを起こしていくことを確認

した。 

 

 

 

 

 

２２．．５５．．７７  GGllooccaall  HHiigghh  SScchhooooll  MMeeeettiinnggss  22002222  

 

 地域との協働による高等学校教育改革推進事業グロー

カル型指定校として、全国高等学校グローカル探究オン

ライン発表会に参加した。今年度も COVID-19 の感染再

拡大に配慮し、Zoomを活用したオンライン発表会の形を

とった。日本語発表と英語発表の2部門に分かれ、本校

からはそれぞれに1プロジェクトずつがエントリーした。 

（（１１））実実施施内内容容とと成成果果  

 参加校は事前に発表の様子を Zoom で収録した動画の

送付と、発表の要旨の提出を求められた。提出された全

参加校のデータは、幹事校の名古屋石田学園 星城中学

校・高等学校のご尽力により 

https://www.seijoh.ed.jp/glocalhsm/ に日本語英語

とも分科会毎にアップロードされた。参加校の教員と生

徒は分科会の動画を審査し、投票を行った。各分科会か

ら、金・銀・銅賞が選出され、金賞の中でも優れたもの

には、文部科学省初等中等教育局長賞をはじめとする特

別賞が付与される。 

 本校の結果は以下の通り。 

  日日本本語語発発表表部部門門    金金賞賞・・生生徒徒間間投投票票特特別別賞賞  

タタイイトトルル「「鉄鉄たたままごごとといいうう可可能能性性」」  

  英英語語発発表表部部門門  金金賞賞・・探探究究成成果果発発表表委委員員会会特特別別賞賞  

タタイイトトルル「「MMeemmoorriieess  aanndd  ffeeeelliinnggss  ccoonnnneecctteedd  bbyy  

ggaammeess」」  

 

（（２２））今今後後のの展展望望とと課課題題  

日本語発表部門は2年連続の金賞、今年度は日本語発

表部門と英語発表部門のW金賞という成果を上げること

ができた。両部門金賞を受賞したのは本校と山形県立山

形東高校の2校だけであった。ただ、大会委員長からの

コメントにあるように、まだまだ「探究」として、改善

の余地があるとのご指摘もいただいた。生徒がたてた問

いとその検証プロセスを明確にするための指導法の確立

は本校の課題として残された。 
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２２．．５５．．８８  第第2211回回福福島島県県総総合合学学科科研研究究発発表表会会  

 

（（１１））ははじじめめにに  

福島県総合学科研究発表会は、総合学科での学びの集

大成の場である。本校を始めとして、県内で総合学科を

設置している福島北高等学校や、会津学鳳高等学校など

計８校が参加した。 

今年度は、令和 4 年 1 月 14 日に福島県立小野高等学

校で開催された。本校からは、口頭発表部門に１発表、

展示発表部門に１発表がエントリーした。 

（（２２））実実施施内内容容  

【 本校からの発表テーマ 】 

〇口頭発表部門 

 「記憶と念
おも

いを繋ぐ町づくり」（３年生） 

〇展示発表部門 

 大熊×いちご×私（３年生） 

パワーポイントを用いる口頭発表部門では、3 年間に

わたり様々な探究アクションに取り組む中でNPO法人ハ

ッピーロードネットの方々と一緒に活動に取り組み、特

別な復興に取り組むのではなく、日常の何気ない活動に

こそ「念い」がつながる町づくりにつながることを本校

の代表として発表を行った。 

 展示発表部門では、高校３年生１名が本校の代表生徒

として発表を行った。スペシャリスト農業系列で活動す

る生徒がイチゴを

用いたスイーツ開

発や、大熊町民に

かつて愛されてい

た UFO パンを復活

させる取り組みな

どを発表した。 

 

（（３３））成成果果とと課課題題  

 本校からエントリーし

た１件の探究活動は、優良

賞を頂いた。残念ながら優

秀賞・最優秀賞には届かなかったが、生徒にとって総合

学科研究発表会は、これまでの活動を客観的に振り返る

ことができる良い機会となった。特に高校３年生にとっ

ては２年間にわたる探究活動の集大成を発表できる貴重

な場となった。中通り、浜通り、会津三地域の高校生が

交流することのできる数少ない機会を、今後も活用して

いきたい。 

２２．．５５．．９９  東東日日本本大大震震災災メメモモリリアアルルddaayy  22002211  

 

本校では設立以来、宮城県立多賀城高等学校が2016年

より主催している本発表会に参加している。今年度はオ

ンラインでの参加とはなったが、東日本大震災と原発事

故との関係性の深い本校として、震災によって浮き彫り

となった地域の課題に注目した探究を中心に、発表会に

参加した。 

実施日：令和４年１月２２日（日） 

実施形態：オンライン 

発表者：大和田紗希 

発表テーマ：食のありがたみを認識してもらうために 

 発表内容としては、まず、本人の東日本大震災と原発

事故による避難の経験から始めている。震災当時は幼稚

園生で、記憶もおぼろげながらも、避難生活の大変さと

日常生活のありがたさを忘れてしまった現代の人々への

警鐘を込めて、探究内容が構成されている。震災当時の

大変さを考えれば、日々の食事等の当たり前にある生活

がどれだけ大切かを、もう一度多くの人に再認識しても

らいというのが発表の大きな動機となっている。 

その上で、日本の食品ロスについて、その食糧自給率

や世界で飢餓に苦しむ人々の状況と照らし合わせながら、

調査を行い、特に自分たちでも実践できそうな「家庭形

食品ロス」への対策として、身近なところからできるこ

とを模索している。 
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２２．．５５．．８８  第第2211回回福福島島県県総総合合学学科科研研究究発発表表会会  

 

（（１１））ははじじめめにに  

福島県総合学科研究発表会は、総合学科での学びの集

大成の場である。本校を始めとして、県内で総合学科を

設置している福島北高等学校や、会津学鳳高等学校など

計８校が参加した。 

今年度は、令和 4 年 1 月 14 日に福島県立小野高等学

校で開催された。本校からは、口頭発表部門に１発表、

展示発表部門に１発表がエントリーした。 

（（２２））実実施施内内容容  

【 本校からの発表テーマ 】 

〇口頭発表部門 

 「記憶と念
おも

いを繋ぐ町づくり」（３年生） 

〇展示発表部門 

 大熊×いちご×私（３年生） 

パワーポイントを用いる口頭発表部門では、3 年間に

わたり様々な探究アクションに取り組む中でNPO法人ハ

ッピーロードネットの方々と一緒に活動に取り組み、特

別な復興に取り組むのではなく、日常の何気ない活動に

こそ「念い」がつながる町づくりにつながることを本校

の代表として発表を行った。 

 展示発表部門では、高校３年生１名が本校の代表生徒

として発表を行った。スペシャリスト農業系列で活動す

る生徒がイチゴを

用いたスイーツ開

発や、大熊町民に

かつて愛されてい

た UFO パンを復活

させる取り組みな

どを発表した。 

 

（（３３））成成果果とと課課題題  

 本校からエントリーし

た１件の探究活動は、優良

賞を頂いた。残念ながら優

秀賞・最優秀賞には届かなかったが、生徒にとって総合

学科研究発表会は、これまでの活動を客観的に振り返る

ことができる良い機会となった。特に高校３年生にとっ

ては２年間にわたる探究活動の集大成を発表できる貴重

な場となった。中通り、浜通り、会津三地域の高校生が

交流することのできる数少ない機会を、今後も活用して

いきたい。 

２２．．５５．．９９  東東日日本本大大震震災災メメモモリリアアルルddaayy  22002211  

 

本校では設立以来、宮城県立多賀城高等学校が2016年

より主催している本発表会に参加している。今年度はオ

ンラインでの参加とはなったが、東日本大震災と原発事

故との関係性の深い本校として、震災によって浮き彫り

となった地域の課題に注目した探究を中心に、発表会に

参加した。 

実施日：令和４年１月２２日（日） 

実施形態：オンライン 

発表者：大和田紗希 

発表テーマ：食のありがたみを認識してもらうために 

 発表内容としては、まず、本人の東日本大震災と原発

事故による避難の経験から始めている。震災当時は幼稚

園生で、記憶もおぼろげながらも、避難生活の大変さと

日常生活のありがたさを忘れてしまった現代の人々への

警鐘を込めて、探究内容が構成されている。震災当時の

大変さを考えれば、日々の食事等の当たり前にある生活

がどれだけ大切かを、もう一度多くの人に再認識しても

らいというのが発表の大きな動機となっている。 

その上で、日本の食品ロスについて、その食糧自給率

や世界で飢餓に苦しむ人々の状況と照らし合わせながら、

調査を行い、特に自分たちでも実践できそうな「家庭形

食品ロス」への対策として、身近なところからできるこ

とを模索している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２．．６６  社社会会起起業業部部のの活活動動  

２２．．６６．．１１  社社会会起起業業部部  

 

 社会起業部は、普段から地域を「知る・伝える・盛り上げる」活動をしており、今年度は「今と未来をつなぐ

語り部活動」を主軸として活動を行った。パンフレットやポケットティッシュなどを製作し、交流先への配布を

予定した。製作費、およびフィールドワークの費用は福島県の「チャレンジ！子どもがふみだす体験活動応援事

業」の対象である。 

（（１１））NNeewwss  PPiicckkss交交流流会会（（55月月2288日日））  

 オンラインで山口・島根・宮崎の高校生と交流、「福島

の処理水問題」について伝える活動を行った。「原発事故

に興味はなくないけど、自分で積極的に情報を集めたり

はしない」「とはいえ福島＝原発のイメージは強い」など

の意見があった。 

 

（（２２））広広野野町町のの限限界界集集落落・・箒箒平平をを訪訪問問（（66月月1111日日））  

  

（（３３））いいわわきき市市湯湯本本のの原原子子力力災災害害考考証証館館ででワワーーククシショョッッ

ププ（（77月月1100日日））  

湯本温泉に原子力災害考証館を創設した古滝屋の当

主・里見喜生さんからお話を伺い「語り部活動」を行う

ためには地域の歴史を学ぶ必要があることに気づかされ

るとともに、ふたば未来が、原発事故が起こった双葉郡

にある唯一の高校だということを強く意味づけをしてく

れた。 

 

（（４４））双双葉葉町町フフィィーールルドドワワーークク（（77月月2200日日））  

 「ふたばプロジェクト」さんによる双葉町フィールド

ワークを通じて、双葉町を知り、語り部として必要な知

識を学んだ。 

 

（（５５））白白河河高高校校ととオオンンラライインン交交流流（（77月月2277日日））  

「浜通り×中通り 高校生震災対話会」をテーマに震災

の意識について語り合うとともに、震災時小学5年生だ

った両校のOBからお話を伺った。その後、グループごと

で話し合いをし、あるグループでは「若者に震災体験を

どう伝えるか」という話題が出た。 

（（６６））福福島島県県  社社会会貢貢献献活活動動ココンンテテスストト（（1100月月33日日））  

 今までの活動を２年生がオンラインで発表し、優秀賞

（２位相当）を受賞した（写真）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（７７））岐岐阜阜県県瑞瑞浪浪市市のの中中京京高高校校ささんんとと交交流流（（1100月月2277日日））  

  

（（８８））東東京京都都小小金金井井市市のの中中央央大大学学附附属属高高等等学学校校のの２２年年生生

とと交交流流（（1100月月2299日日））  

  

（（９９））気気仙仙沼沼・・石石巻巻研研修修（（1111月月2200日日～～2211日日））  

 気仙沼のクッキングスタジオという所を借りて福島県

産で豚汁を作り、ＮＰＯの方々と共食して福島の話をし

て、気仙沼の話を聞いた。 

ＮＰＯ底上げを通じて、生徒より少し上の若い世代の

方々３名に来てもらってお話を伺った。  
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観光客用さかな市場で、製作した双葉郡八町村のティ

ッシュと部のパンフレット、 福島県産のリンゴを配布し

たのち、南三陸町で語り部の方に乗っていただき津波被

害のあとを見て回る。 

小高い丘の上の小学校に行って「この一階まで津波が

来ました」と言われてギョッとする。  

翌日は８時半に宿を出て石巻へ。語り部さんに乗って

いただき、児童の津波被害者を出した大川小学校跡へゆ

く。校舎の壁が引きちぎられ鉄骨がむき出しとなり、２

階渡り廊下もねじ切られて倒れており、津波の凄まじい

力を感じた。 

 
 

（（1100））早早稲稲田田大大学学のの学学部部生生・・大大学学院院生生ととのの交交流流（（1111 月月 2222 日日））  

 

（（1111））水水俣俣研研修修（（1122月月2266～～2288日日））  

 福島の原発事故の構造が

水俣病事件の構造と似てい

ることに気づき、熊本県水俣

市で水俣病について学習す

るとともに、福島県の現状を

伝えていく２泊３日の水俣

研修を企画した。 

 事前研修を経て（講義動画

を右リンク先に掲載する）、

初日は水俣病資料館を訪問

した。症状の他に偏見・差別のことも深ぼりしていると

ともに、各節の最後に「あなたがそのとき 患者家族、

チッソ社員、水俣市民、周辺住民だったらどうしただろ

う」など、問いかけが設けてあるのも面白い。 

翌日はホテルの朝食会場で朝食を食べているお客さ

んたちの前で、ポスターを広げふたば未来学園高校創設

の経緯と、社会起業部の取り組み、福島県の現状につい

て話をしたのち、各テーブルに福島県産のリンゴと社会

起業部配布セット（パンフ、双葉郡８町村ティッシュ、

コーヒーなど）をお配りした。皆さん聞いてくださり、

喜んで受け取ってくれた（右上写真）。 

 この日は一般財団法人水俣病センター相思社のＫさん

の案内のもと、水俣病事件の現場をフィールドワークし

た。 

大崎岬から半島と島に囲まれた不知火海を見晴らし

た。「見えている範囲全てに患者がいます」とのこと。  

  
おれんじ鉄道水俣駅からＪＮＣ正門まで歩いた。 駅

舎には水俣を紹介するコーナーがあり、 オープン時は石

牟礼道子さんの紹介もあったそうだがクレームがついて

一カ月で撤去したという。現在、そこでは水俣病につい

て一切言及されていない。水俣病を排除したい、なかっ

たことにしたい、という市民の気持ちがうかがえる。 「差

別していたし、されてきたし」「それをのりこえて、売り

にしていこう、という気持ちまではとても到達していな

い」とＫさん。  

水俣病「爆心地」の百間排水溝から埋立地を左手に見

つつバスは走る。 16年間かけて埋め立てられたそうだ。  

先端はエコパーク水俣となっており、石仏が並ぶ敷地を

歩いた。碑があるが「過ちは繰り返さない」という碑文

にはヒロシマと同様主語がない。 英訳の主語はＷｅとな

っている。「行政としては、水俣病はみんなが悪かった、

時代が悪かった、というストーリーを作りたいんです」

とＫさん。  

続いて漁村地域を見学する。一口に水俣市といっても 

工場がある北部と漁村がある南部は全く異なる印象だっ

た。10キロの間に前近代と近代の暮らしがある。山にへ

ばりつく漁港と平野、一次産業と二次産業、海に生きる

人々と経済成長を担う人々、そして「被害者」と「加害

者」の世界だ。  

お昼のあと相思社へ行き、水俣病歴史考証館を見学し、 

患者さんのお話をうかがった（下写真）。 
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２２．．６６．．２２  社社会会起起業業部部カカフフェェチチーームム  

（（１１））  ははじじめめにに  

「地域を知る・伝える・盛り上げる」ことを目的とし

て、社会起業部カフェチームとして高校の部活動でカフ

ェを運営している。ケーキや焼き菓子の製造、子供たち

向けのイベント開催など、生徒主体で活動している。 

 

（（２２））実実施施内内容容  

今年度の社会起業部カフェチームは、コロナウイルス

感染症の感染予防対策をしっかりと行い、より地域に密

着したカフェを目指すため一か月毎に双葉八町村などを

テーマとしてイベントやインタビューを実施した。また

今後の活動内容について情報共有を図った。 

 

 （（３３））成成果果  

① 「双葉のだるまを知ろう！！」（本校）5/20 

双葉だるまは、従来のだるまをそのまま使うのではな

く、町章の「竹」を模様付けしてした「町章だるま」。「鶴

は千年、亀は万年」という縁起がよいことわざをモチー

フとして、眉は鶴、ひげは亀のデザイン。震災後の双葉

町を応援する気持ちで「七転び八起き」という意味があ

ることを学んだ。 

双葉だるまの特

徴を知るだけでな

く、そこに込めら

れた想いを直接講

師の方から聞くこ

とができよい経験

となった。 

 

 

② 藍染め体験（楢葉町）7/17 

広島の小学生たち

が応援の思いをこめ

て、楢葉へ藍の種を

送った。そこから「な

らは藍染会」の方々

の活動が始まった。

その復興の思いが込

めてある藍を使っ

て、シルクのスカー

フを 10 枚染めさせていただいた。作成後のインタビュ

ーでは、「若者が藍染めという伝統文化にどう関わるかは

自分たちで考えること」という熱い言葉をいただいた。

今後の café ふぅとして自分たちにできることを考え、

今後の活動に生かせるよう思わせる体験となった。 

 

③ 第６回全国高校生SBP交流フェア 

カフェの紹介をしま

す！オリジナルブレン

ドコーヒーのふうスペ

シャルを召し上がれ 

カフェチーム小野

澤、山田が全国高校生

SBP フェアに参加し、

「極」を受賞した、惜し

くも決勝進出は果たせなかったが審査員より大会評価を

受けた。 

 

 

 

 

④ 嵐が丘（葛尾村）10/23 

奥様はおいしいものを食べることが大好き。すべて手

作りにこだわった料理やケーキをみんなに食べてほしい

思いでカフェをオープンした。若いころから自分が気に

入ったものを少しづつ集めたコーヒーカップやソーサー

でお客様をもてなしていた。3.11の地震により大切に集

めたコーヒーカップやソーサーの大部分が割れ、「地震が

あるなら福島にはこなか

ったのに」との言葉が印

象的だった。現在は、福

島や関東からもお客様が

利用する予約でいっぱい

のカフェだ。 

 

 

⑤ ハロウィンイベント10/30 

今年のハロウィ

ンイベントは福祉

系列の生徒とコラ

ボをした。 

 

⑥ 出張販売 

 広野町役場に出張販売を試みた。役場いっぱいにコー

ヒーの香りが立ち込め、多くの方に利用していただき、

準備したポットではお

湯が足りず、役場のポ

ットで助けていただい

た。役場の方からは次

回開催の催促と、「予

約」というキーワード

をいただいた。ご利用

ありがとうございま

す。 

 

（（４４））課課題題  

今後の課題としては地域イベントへの参加を積極的

に行いたい。コロナウイルスによる制限も徐々に解除の

見通しが立った今、たのしい思い出を作りながらcaféふ

ぅでゆったりとした時間を過ごしていただけるよう新た

な企画を立案している。 

生徒の学びが継続できるように、様々な工夫をしなが

ら他校との交流会も含め積極的に活動していきたい。 

特別賞 極株式会社百五銀行賞 

       皇學館大學学生スタッフ賞 
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３３．．１１  探探究究活活動動のの指指導導法法ⅠⅠ  演演劇劇ででのの地地域域課課題題把把握握かからら探探究究接接続続  
 
本校では開校初年度より、１年次に「演劇を通して地域の課題を知る学習」を実施してきた。これまで、生徒

の特性に応じた演劇プログラムのブラッシュアップに並行して、演劇から探究への接続について試行錯誤してき

た。演劇で得た学びを探究に上手く繋ぐことが課題であった。演劇という対話的実戦の場において、ダイナミッ

クに獲得した学びが、その後の探究活動にどう生かされているのか。演劇を総合学習の時間に取り入れたことに

よる生徒と教員の関わり方の変容をまとめる。 
 

（（１１））ななぜぜ演演劇劇ななののかか  

演劇プログラムで、生徒は集団創作という協働的な関

わりの中で学んでいく。学びは、「対話」を通して他者と

の間で生まれ、意見も考え方も違う他者と向き合う中で、

自らの学びが育まれる。また、演劇の場で関わる他者に

は、一緒に創作を行う実在の「他者」に加え、演劇作品

の中に登場する、まだ出会ったことのない想像上の「他

者」も含まれる。時間や空間を超えた多様な「他者」と

の関わりの中で学んでいくプログラムである。 
本校の授業内容については、第２章 研究開発の内容・

活動実績の「地域創造と人間生活」にて詳しく述べてい

るため割愛する。地域を歩き、人と出会い、そこで見え

てきた課題を演劇で表現することで地域課題を立体的に

捉えるという目的は当初から変わらないが、開校後より

７年の年月を経て、双葉郡を取り巻く環境や生徒の震災

との距離感も変化する中、プログラム内容も変容を続け

てきた。ワークシートを用いて脚本を書き上げていくス

タイルから、コミュニケーションを重視したインプロ（即

興演劇）へと変えた。演劇を創ることが目的ではなく、

そのプロセスの中で、「対話」や「コミュニケーション」

を通してしか乗り越えられない壁を乗り越えさせる意図

を持ってデザインした。対話の種類は大きく分けると以

下の３つである。 

 

・・地地域域のの大大人人ととのの対対話話（（地地域域××生生徒徒、、地地域域××地地域域））  
生徒達は、入学後に双葉郡８町村バスツアーに参加し、

双葉郡と出会う。後に地域の方々の取材に入る。震災か

ら10年以上が経ち、震災との距離感も多様な生徒達が、

地域の方々との対話を通して、震災当時から現在に至る

までの話や現在課題と感じていることなどを取材してい

く。初めのうちは、生徒たちにとってそれらは演劇を創

作するための素材でしかなく、実感を持って取材対象の

話を腹落ちさせることは難しい。取材対象をきちんと理

解するには、その人だけでなく、その人を取り巻く社会

についても理解する必要があり、そのためには足りない

情報を補わなければならなくなる。 
他者を演じるということは、その人物を代弁してしま

う可能性を有する。また、生徒達が作った作品を取材対

象本人が見るというこ

とは、その人が語る様々

な事柄の中から生徒が

何を切り取るか、言い換

えると、その人が生徒た

ちの目からどう映った

のかが表出することと

なる。取材対象やその周りの方々を自分の身体を使って

なぞることを続けているうちに、そしてそれが誰かの前

に現されてしまうという「責任」を感じる中で、生徒た

ちは「他人事」ではいられなくなる。自分の演じる他者

は、目の前にいて、固有の人生を歩んでおり、すぐに触

れられる生身の身体を持っていて、実際に自分が現実世

界で関わりを持ち、その人生を変化させる可能性を有す

るのだ。そこで迫ってくる責任感は重いものがあるが、

それが演劇を媒体とした対話のなせる技であり、他者を

演じるという非日常的な演劇体験を「遊び」にさせない

ための仕掛けである。そして、それらの作品を鑑賞し、

実際に舞台に立った生徒たちや、客席の生徒たち、審査

員、取材対象である地域の方々と対話をすることで、重

層的な「主体的・対話的で深い学び」が実現しているの

だ。 

取材対象の視点で客観的にこのプログラムを分析す

る必要もあるだろう。取材・FW から最後の演劇の発表

会までの数ヶ月間、生徒たちとの対話から地域の方々に

どのような変化があったのかは、これまでアンケートの

ような客観的なデータを取ったことはない。しかし、発

表会の後の対話の時間において、このプログラムが、取

材対象に良い影響を及ぼしていると感じた。地域の方は、

自分のことを知ろうとしてくれている生徒の想いに触れ、

そのことを大変肯定的に受け止めてくれていた。また、

震災直後ではあり得なかった、立場を超えた対話も見ら

れた。極端に言えば加害者と被害者のような関係性だっ
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た人々の間に、生徒たちの演劇を通してお互いの当時の

想いを知り、お互いの境界を超えて新たな対話が生まれ

る場面もあった。 
「境界を越える」とは、自らが引いた境界が揺らぐこと

である。境界とは自分のモノの見方に関わるものであり、

人が自らを納得させるために整理し、すなわちカテゴリ

ー化するという大きな力によってつくられる。震災当時、

そうすることで自分の心を守ってきたであろう（当時は

そうすることが正解であったと思う）方達が、震災後10
年以上経ち、生徒との対話や、演劇を通してそれらの境

界が揺らぎ、自分と他者を全く異なるものとして区切る

視点自体が疑わしいものとして現れる。演劇を見ること

で他者の記憶を追体験し、自分が自分でありながら他者

に「なる」ことで足場を揺るがされるとき、境界が揺ら

ぎ、自分の見方で他者を判断する眼差しは相対化され、

その先に対話が生まれるのだ。 
 

・・演演劇劇をを創創るるチチーームム内内ででのの対対話話（（生生徒徒××生生徒徒））  
演劇的手法を用いた活動で生徒は、グループ活動とい

う普段とは違う他者との関わりの中で、話し合いながら

FW 先を決め、取材の役割分担をし、取材した内容を演

劇にしていく。 
往々にしてグループ内で意見の違いは生じる。演劇を

創るために構成された男女混合のグループ編成はクラス

担任に委ねられており、それぞれの教員が様々な意図を

持って生徒を配置している。そのようなグループの中で

対立や分断が生じた時、それは平穏なものばかりとは限

らず、時には葛藤、衝突、軋轢が伴う。一見、上手く行

っているように見えるグループも、よく観察すると、一

部のリーダータイプの生徒が主導で話し合いを進めてお

り、その他が傍観者だったりする。  
傍傍観観者者とといいううののはは、、対対話話やや活活動動にに参参加加ししよよううととししなないい人人、、

聞聞いいてていいるるふふりりををししてていいるるだだけけでで無無関関心心なな人人、、自自己己開開示示しし
なないい人人、、嘘嘘ををつついいたたりり、、正正直直にに言言わわなないい人人ななどどののここととだだそそ
ううだだ。。嘘嘘ををつつくくとといいううここととはは、、「「自自分分とといいうう個個人人ととししてて他他者者
とと関関わわららなないい」」とといいううここととでであありり、、会会話話ををししてていいるるよよううにに
見見ええててもも実実はは会会話話ししてていいなないいとといいううここととだだ。。（（「「他他者者のの靴靴をを
履履くく」」ブブレレイイデディィみみかかここ著著））。。    
意見の違いをネガティブなものと捉え、傍観者でいる

ことで乗り越えるべき壁を避けており、対話が成立して

いない班は、作品が深まらずに表面的な部分をなぞった

ものとなることが多い。逆に、あらゆる壁にぶつかり、

上手く行っていない班ほ

ど、それらの対立や分断を

対話によって乗り越えた先

に完成した演劇は、こちら

が驚くほど地域の課題を捉

えた素晴らしいものとなっ

ている。  
【生徒たちの対話の例】 
 他県出身のトップアスリートの男女と、浜通り出身の

生徒、中通り出身の生徒らで構成された班での話である。

この班は、浜通り出身の女子生徒A の希望により、大熊

町で家族を津波で失いながらも伝承活動を続ける木村紀

夫氏を取材した。しかし、FW にて大熊町の帰還困難区

域にある木村氏の自宅を訪問することとなった際、A が

見えない放射能への不安から、参加を辞退したいと申し

出た。A に振り回されていると感じた生徒たちの創作意

欲が下がり、グループ内で対立が生まれ、雰囲気も悪く

なってしまった。WS 講師や教員と相談の上、話し合い

の場を設けた。出身地も、本校に進学した理由も、震災

や原発事故に対する認識もバラバラな生徒たちが、お互

いの考えを共有したことにより、価値観の違いを認識で

きた。自分とは違うもの、自分は受け入れられない性質

のものでも、他者として存在を認め、その人のことを想

像することができた。大変理性的な対話であり、その場

にいた教員は静かに感動を覚えた。その対話がまさにエ

ンパシーそのものだったからだ。その後、その班は素晴

らしい作品を創作した。生徒たちは、まさに双葉郡で起

きている「分断や対立」を自分たちの班の中で体験し、

対話を通して乗り越えたことで以下のような感情が生ま

れたという。A の感想である。 
 

「「対対立立がが生生ままれれたた時時、、心心がが苦苦ししくくななっったたけけどど、、そそここでで逃逃げげ
ずずにに向向きき合合っってて対対話話ををすするるここととがが偏偏見見やや差差別別ををななくくすすこことと
にに繋繋ががるるとと学学びびままししたた。。（（中中略略））みみんんななのの考考ええがが違違ううほほどど時時
間間ももかかかかりり、、ままととめめるるののもも難難ししかかっったた分分、、多多様様なな意意見見やや考考
ええががううままれれままししたた。。演演劇劇はは年年齢齢やや性性別別、、人人種種をを超超ええてて人人とと
人人をを結結びび、、相相手手やや自自分分ののここととをを知知るるここととののででききるるももののだだとと
思思いいままししたた。。同同時時にに、、双双葉葉郡郡のの問問題題もも対対話話にによよっってて解解決決ささ
れれてていいくくべべききももののだだとと思思いいままししたた。。」」  
 

これらのことからも、学びは、「対話」を通して他者と

の間で生まれるものであると分かる。時にそのやりとり

はダイナミックで騒然としたものになりうるが、他者を

眼差す自らの視点に気づき、境界が揺らぎ、変化する自

分自身を知ることは、これまで見えていなかった他者の

側面を見て、関わり方を柔軟に変えられるという生き方

を作り直すことにもなる。 
 

・・演演劇劇ププロロググララムムをを通通ししたた自自分分自自身身ととのの対対話話（（メメタタ認認知知））  

演劇的手法とは、「表現」

することが目的ではなく、

自身の身体を通して他者・

仲間・ひいては地域と主体

的に関わることで生徒自身

が経験し、考え、変容するこ

とである。 
演劇プログラムでは、生

徒一人一人に冊子が配られ

る。授業の終わりに必ず振

り返りを記入させ、その中

で生徒たちは自らの行動を客観的に「省察」していく。

意識的に自らを振り返る時間を取ることで、自分の言動

や行動を俯瞰して見つめ直し、常に改善しようとする意

識を持ち、次の行動に繋げることができるようになる。

この能力は、本校が育てたいルーブリックの項目の１つ

である、「自らを振り返り変えていく力（メタ認知）」で

ある。 
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創作期間中は、渦中ということもあり冷静に振り返る

ことができない生徒もいるが、全ての演劇プログラムが

終了した後の全体振り返りは実感を伴った深い対話があ

ちこちで生まれる。ポジティブなことだけでなく、「最初

は嫌だった」「やりたくなかった」というネガティブなこ

とも聞くことができる。それは、演劇を通して生徒たち

が自己開示できたことと、それらを共有できる関係性を

作ることができたことの現れである。これらのプログラ

ムによって生徒たちが何を経験し、考え、変容したのか

を言語化させることで活動の意味や意義をとらえる。評

価が対象とするのは、学びの結果ではなく、学びのプロ

セスになる。 

 
 
（（２２））教教員員のの関関わわりり方方のの変変容容  
生徒の成長には、それを見守る教員の関わり方が重要

である。本校では７年かけて、演劇の授業が市民権を得

ることができた。生徒の成長が大きな証拠となっている

からである。しかし、これから演劇を取り入れようとし

ている学校は、教員の理解を得る際に難しさを感じるこ

ともあるだろう。 
授業に演劇的手法を取り入れるということは、実践者

が意図する、しないに関わらず、現行の教育に異議を投

げかけるものとなる。さらに、それらが身体や感覚、ス

ピリチュアリティの領域に踏み込んだ活動であることが

さらに相互の理解を難しくさせる。実践者のねらいは抽

象的であり、生徒の状態に応じてどんどん変えていかね

ばならないし、これらの活動が育てる生徒たちの力はす

ぐには目に見えにくいものであるし、数値でも測りにく

いものであるからだ。 
しかし、対話、身体、関係、創造、想像。これらはす

べて演劇が大切にしている要素でもある。時に「対話」

を通して他者との間で学びが生じる時というのは、その

やりとりそのものが衝突や軋轢を伴うものとなることが

ある。そのため、これらを制限することなく伸び伸びと

生かしていく演劇プログラムは、現在の教育の在り方や

教員の関わり方を部分的にあるいは全体的に批判するも

のとなってしまう。そこで重要なのは、演劇プログラム

に関わる教員のマインドセットである。教員は、これま

での授業における「インストラクター」としての生徒と

の関わり方、「ファシリテーター」としての関わり方に変

容する必要がある。ファシリテーションの語源はラテン

語の「facilis」で、「する・つくる」(facio)ことが「でき

る・ありうる」(ilis)ようにするという意味である。「する・

つくる」のは学習者であり、それが「できる・ありうる」

ようにするのが我々の仕事となる。 

 他者をコントロールしない。これがインプロ（即興演

劇）におけるファシリテーションの考え方である。コン

トロールしようとすれば、コントロールできなかったら

どうすればいいかという恐怖がうまれる。また自分の思

い通りにいかなかった時に、無理矢理に未来や他者をコ

ントロールしようとしてしまう。まずは今、生徒のまわ

りで起こっていることをよく観察する。生徒をどうやっ

て支援できるかを考える。その際に前提となる考え方は

「人は人を変えることはできない」という考え方だろう。

演劇的手法においては、我々が生徒を変えることはでき

ない。もし生徒が変わることがあるならば、それは生徒

が自分で変わったということである。我々ができるのは

学習者が自ら変わるときの支援である。 
 生徒が民主的な社会の形成者として、問題解決能力と

市民的資質育成の学びが生成されるためには、「教師から

生徒への一方的な知識伝達」を受動的に受けさせられて

いる状況を克服しなければならない視点が見えてくるの

だ。未来とは受け取るべく与えられるものではなく、人

間によって創造されるべきものである。そのためには

人々は「傍観者」ではなく「行為者」にならなければな

らず、それにより生徒が自分と世界との関係を変えてい

く時、我々教員はどのように関わっていけば良いのか。 
 
対対話話をを育育むむWWSSのの態態度度とと行行為為ににつついいてて  
１１  生生徒徒とと教教師師はは学学びび合合うう  
２２  教教師師もも知知ららずず、、生生徒徒もも知知ららなないいとといいうう自自覚覚かからら始始めめるる  

（（無無知知のの知知のの自自覚覚））  
３３  教教師師とと生生徒徒がが対対話話にによよりり創創造造すするる（（対対話話のの学学びびのの生生成成））  
４４  教教師師とと生生徒徒はは耳耳をを傾傾けけああうう（（協協働働とと他他者者尊尊重重のの関関係係））  
５５  教教師師とと生生徒徒でで公公共共性性をを作作りり出出すす  

（（意意識識化化かからら主主権権者者ととななるるププロロセセススへへ））  
６６  生生徒徒がが学学習習内内容容をを選選択択しし教教師師ははフファァシシリリテテーートトすするる  

（（生生徒徒のの主主体体的的なな探探究究姿姿勢勢とと教教師師のの支支援援））  
７７  生生徒徒がが行行動動しし教教師師ははそそののここととかからら学学ぶぶ  

（（異異化化にによよるる気気づづきき、、傍傍観観者者かからら行行為為者者へへのの学学びび））  
８８  生生徒徒がが問問題題意意識識かかららテテーーママをを決決めめてて探探究究すするる  

（（問問題題のの関関心心とと解解決決へへのの意意欲欲））  
９９  教教師師はは父父権権主主義義かからら解解放放さされれてて生生徒徒とと関関わわるる  

（（権権威威性性かかららのの解解放放））  
１１００  教教師師とと生生徒徒のの関関係係をを注注入入のの主主体体客客身身体体関関係係かからら対対話話すするる協協
働働のの探探究究者者のの関関係係にに変変容容すするる  
（「演劇教育とワークショップ 学校という劇場から」（論創社） 

第3章『演劇は学びを民主化できるのか』より） 
 
インストラクター、ファシリテーター、メンター、そ

して学習者など、複数のアイデンティティーをゆるやか

に持つこと。教師自身も、自分はこれしかできない、こ

れしかしてはいけないと決めつけるのではなく、生徒の

ありのままを観察し、その混沌を冷静に見つめる。そこ

で自身に起きる葛藤も楽しんでほしい。時には生徒と一

緒に悩むフリをし、生徒が前に進むための後押しをする。

こういう悪く言えばいい加減さ、よく言えばしなやかさ

を持った教員が今後さまざまな人との関係の中で創造的

に実践を作り出していけると考える。その中で、教師自

身も学び、教員としての関わり方を探究していくのだ。

そしてこのマインドは探究を進めるにあたって必ず必要
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となる力である。 
 
（（３３））探探究究へへのの接接続続  
演劇創作は探究に必要な論理的思考と批判的思考の

トレーニングの場である。演劇を用いて情報を論理的に

観客に伝えることや、１つの情報を、批判的思考を持っ

てあらゆる角度から切り取り、深掘りしながら地域課題

を捉えていく必要がある。これこそが、探究において必

要な力となる。従って、演劇プログラムを丁寧に行うこ

とが、直接的あるいは間接的に「探究」に向かう生徒達

の姿勢に影響を与える。 

「探究」とは、課題を探究するのではなく、「人間」と

人間が作っている「社会」について探究するものである

ことからも、演劇が探究的思考を育てるのに有効である

と言える。 

 学びの主体は教師から生徒に移り、学びのあり方も教

師から生徒に知識を一方的に与えていく講義形式から、

生徒一人一人が目の前にある学びの価値や意義を自覚し

ながら主体的に学びに向かい、多様な人との対話を通し

て知識を構築していくものへと変容していく。教師の役

割は知識の教授者から、生徒の学びの伴走者へと変容し

ていかなければならない。 
 生徒にとって、学びの対象が自分にとっての価値のあ

るものだと認識するためには、学びと紐づくものが自分

の中に蓄積されていることが前提になる。そして、その

学びは自発的なものでなければ深まらない。地域社会で

の多様な体験から自分なりの価値観を育て、自分と社会

との関わりを自覚していることが、子供たちにとっての

学びの種になる。演劇プログラムを通して地域の大人と

出会い、能動的に関わり合う中で課題に向き合う機会を

持つことは、地域社会において自分が果たす役割も考え

る機会となる。社会とつながる経験を蓄積していくこと

で、目の前の学びと自分の生き方を接続できるようにな

るのだ。 
 演劇プログラム終了後、振り返りを丁寧に行った後に

いよいよ探究接続となる。数ヶ月にかけて演劇を通して

地域の人や物事と向き合い、地域が自分事となった状態

ではあるが、とはいえ探究テーマはすぐには見つからな

い。探究接続のためのオリエンテーションを丁寧に行い、

生徒が自らの力で探究したいテーマに辿り着けるよう、

ワークショップを丁寧に行う必要がある。そこでも教員

は生徒達が自分で考えなければいけない場面では意識し

てファシリテーターに徹し、一緒にモヤモヤする（フリ

をする）ことが必要となる。自分の意見を出さずに問い

かけたり、よい議論ができるように交通整理したりする

ことで、生徒が学びの中心となり、自分で答えを見つけ

ようとするのだ。 
 探究を始めるにあた

って生徒が抱える不安

を共有し、探究を行う

ことの価値を、生徒た

ちのこれまでの学びと

地続きで繋がっている

ことを伝え、前に進めるように後押しをすることが大切

である。そのための学びのデザインが重要になる。生徒

によっては時間がかかるが、一度スイッチが入れば生徒

達は勝手に課題を見つけ、楽しみながら自走していく。

ただ、生徒の躓きが知識不足によるものであれば、適度

にヒントを与えつつ、共に面白がりながら学んでいけば

よい。もちろん、場合によっては意識的にインストラク

ターになり、答えを教えることも必要である。やはりイ

ンストラクター、ファシリテーター、メンター、そして

学習者など、複数のアイデンティティーをゆるやかに持

つことが必要となる。生徒の探究が成功するかどうかは、

教員の関わり方によるものも大きいと感じる。意識的に

関わり方をコロコロと変えながら「演じる」ことが、教

員にも必要である。次年度以降の課題として、演劇的手

法を用いた探究活動の進め方や、教員の関わり方につい

ても研究を行っていきたい。 
 
参考映像 
「地域創造と人間生活」         「地域創造と人間生活」 
探究オリエンテーション動画       探究のための問いづくりWS 
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